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広報

◆ますます市民のみなさんの利用しやすい公共交通をめざし 
　　　　　　　　　　　　上限200円バス　上々のスタート 
◆京都府内で初　「循環・共生・参加まちづくり表彰」 
　　　　　　　　　　　　　　京丹後市が環境大臣賞を受賞 
◆健康・長寿　蓬莱（ほうらい）の郷をめざし 
　　　　　　　　　　　　蓬莱の郷づくり推進懇談会を開催 

六町商工会が合併契約調印 六町商工会が合併契約調印 
市の産業振興に大きな弾み 市の産業振興に大きな弾み 

12月８日の「合併契約調印式」で 
　　　固い握手を交わす６商工会長 主な内容 



回数券種別 

普通回数券 

通学回数券 

昼間回数券 

枚　数 

11枚綴り 

13枚綴り 

13枚綴り 

運　賃　額 

10回分の運賃2,000円 

10回分の運賃2,000円 

10回分の運賃2,000円 

実質１回 

乗車運賃 

実質182円 

実質154円 

実質154円 

※通学回数券は、学生証・通学証明などの提示が

必要です。 

※昼間回数券は、10：00～16：00の降車にご利用

いただけます。 

※市民局では、領収書は発行できません。 

　区間運賃200円の回数券は、丹海バスの営業所・

案内所をはじめ、峰山・網野・丹後・弥栄の市民局

と網野駅でもお買い求めいただけます。 

    

◇
弥
栄
病
院
前
に
着
く
の
で
、
歩
く
負
担
が
な
く
な

り
、
と
て
も
あ
り
が
た
い 

◇
車
で
行
く
の
も
お
金
が
か
か
る
し
、
バ
ス
は
安
全

で
事
故
の
心
配
が
な
い
。
車
よ
り
も
経
済
的
に
な

っ
た 

◇
京
都
市
の
市
バ
ス
よ
り
も
運
賃
が
安
く
な
っ
た
の

で
う
れ
し
い 

◇
車
を
運
転
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
バ
ス
が

利
用
し
や
す
く
な
り
安
心
し
て
い
る 

◇
運
賃
が
安
く
な
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
に
う
れ
し
い

こ
と
は
な
い 

◇
バ
ス
の
車
内
で
も
回
数
券
が
購
入
で
き
る
よ
う
に

し
て
ほ
し
い 

◇
丹
後
庁
舎
〜
経
ヶ
岬
間
、
峰
山
〜
大
宮
間
、
峰
山

〜
久
美
浜
間
も
運
賃
を
安
く
し
て
ほ
し
い 

◇
通
学
・
通
勤
時
間
帯
は
、
満
員
で
乗
れ
な
い
の
で

大
型
バ
ス
の
運
行
に
し
て
ほ
し
い 

◇
夕
方
か
ら
夜
の
便
が
少
な
い
の
で
、
帰
宅
時
間
帯

に
増
便
し
て
ほ
し
い 

◇
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
の
運
賃
を
安
く
し
て
ほ
し
い 

◇
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
の
列
車
本
数
を
増
や
し
て
ほ

し
い 

　
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
後
の
見
直
し
で
こ
の
よ
う
な
ご
意
見
を
参
考

に
し
て
、
改
善
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 

◆実証期間　平成18年10月１日～ 

　　　　　　　　　　　平成19年９月30日の１年間 

◆料　　金　１回乗車運賃上限200円 

　　　　　　　　　　　　　　　（お子さんは半額） 

◆上限運賃200円バスルートと路線名 

　　◇峰山駅～峰山～網野駅～網野高等学校～間人～

丹後庁舎～弥栄病院～峰山駅 

　　◇網野駅～丹後あじわいの郷～弥栄病院 

　（間人線・間人循環線・海岸線・弥栄病院線） 

得
200円区間は 

回数券でさらにお得 

200円区間は 

回数券でさらにお得 

上限200円バス　実証運行 上限200円バス　実証運行 こ
ん
な
声
が

こ
ん
な
声
が 

　
　
　
　
届
い
て
い
ま
す

　
　
　
　
届
い
て
い
ま
す 

こ
ん
な
声
が 

　
　
　
　
届
い
て
い
ま
す 

　市では、北近畿タンゴ鉄道の利用促進を図るため、１月から市民局窓口などで北近畿タンゴ鉄道の「京都ビジ

ネス自由席特急回数乗車券」を販売しています。 

　京都往復の特急列車自由席に乗車できる、たいへんお得な切符で、１冊（６回分）また１枚（１回分）ずつの

バラ売りも行います。 

　京都市へ、旅行や出張などで行かれる際には、ぜひ「京都ビジネス自由席特急回数乗車券」をご利用ください。 

　なお、北近畿タンゴ鉄道の各駅では１冊（６回分）単位で販売しています。（バラ売りはしていません） 

◎販売価格 
※注意事項 

　○途中下車はできません。 

　○有効期限は、発効日から３か月

です。（有効期限内にお使いく

ださい） 

　○峰山庁舎会計課および市民局では、

領収書の発行・払い戻しはでき

ません。 

　○土・日・祝日などの閉庁日以外

の9：00～17：00に販売します。 

 

乗 車 駅 名 

 

丹後大宮駅 

 

峰　山　駅 

 

網　野　駅 

１冊 

６枚の金額 

22,500円 

 

24,060円 

 

25,260円 

バラ売り 

１枚の金額 

3,750円 

 

4,010円 

 

4,210円 

バラ売り 

１枚当たりの 

お得額 

290円 

 

420円 

 

370円 

 

販　売　窓　口 

 

大宮市民局　市民福祉課 

峰 山 庁 舎　会計課 

弥栄市民局　市民福祉課 

丹後市民局　市民福祉課 

網野市民局　市民福祉課 

（ら・ぽーと内） 

北近畿タンゴ鉄道 
お得な「京都ビジネス自由席特急回数乗車券」を販売 

北近畿タンゴ鉄道 
お得な「京都ビジネス自由席特急回数乗車券」を販売 

※詳しくは、市民課（☎69-0210）へお問い合わせください。 
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利用者 

　平成18年10月　10,079人 

　　（平成17年10月  7,236人） 

増加の主な理由 

★運賃の大幅な値下げ。 

★高齢者・高校生のみなさんへ

のアンケート調査の意向を運

行ダイヤに反映させ、利便性

を向上。 

利用者 

　平成18年11月　10,017人 

　　（平成17年11月  6,731人） 

増加の主な理由 

★利用者の口コミによる宣伝効

果。 

★市職員による毎月１回以上の

公共交通率先利用を11月１日

から開始。 

昨年12月の峰山停留所での乗車状況（海岸線下り） 

昨年12月の峰山停留所での乗車状況（間人線下り） 

　
市
で
は
、
「
わ
か
り
や
す
く
使
い

や
す
い
公
共
交
通
の
実
現
」
を
め
ざ

し
て
、
昨
年
十
月
一
日
か
ら
一
年
間

を
期
限
と
し
て
、
丹
後
海
陸
交
通
株

式
会
社
バ
ス
路
線
の
間
人
循
環
線
エ

リ
ア
内
（
峰
山
〜
間
人
〜
網
野
〜
峰

山
）
に
お
い
て
、
公
共
交
通
の
利
便

性
向
上
と
市
の
活
性
化
お
よ
び
観
光

振
興
を
ね
ら
い
と
し
た
上
限
二
百
円

バ
ス
の
実
証
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
運
賃
は
、
大
人
一
回
乗
車
で
は
従

来
の
間
人
〜
峰
山
七
百
円
、
間
人
〜

網
野
高
等
学
校
四
百
八
十
円
が
上
限

二
百
円
ま
で
の
設
定
と
大
幅
に
安
く

な
り
、
さ
ら
に
は
便
数
の
増
加
、
ラ

ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
の
導
入
、
接
続
の
強

化
な
ど
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と

も
に
、
あ
わ
せ
て
時
刻
表
の
全
戸
配

布
、
市
職
員
の
率
先
利
用
な
ど
を
実

施
し
ま
し
た
。 

　
結
果
、
試
験
運
行
開
始
か
ら
人
員

ベ
ー
ス
で
の
利
用
状
況
は
前
年
対
比

十
月
約
一
四
〇
％
、
ま
た
十
一
月
で

は
約
一
五
〇
％
と
な
り
ま
し
た
。
開

始
か
ら
二
か
月
が
経
過
し
た
上
限
二

百
円
バ
ス
の
利
用
者
数
は
、
前
年
対

比
で
大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
に
な
り
、

上
々
の
ス
タ
ー
ト
が
切
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
運
賃
収
入
も
定
期
券
の
購

入
な
ど
か
ら
前
年
の
約
八
五
％
を
確

保
で
き
、
大
幅
な
利
用
者
増
が
財
政

面
に
お
い
て
も
功
を
奏
し
た
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。
近
畿
運
輸
局
か
ら

も
「
全
国
的
に
バ
ス
路
線
の
廃
止
・

縮
小
が
進
ん
で
い
る
中
で
、
市
民
の

立
場
で
バ
ス
路
線
の
あ
り
方
を
検
討

し
て
お
り
、
さ
ら
に
努
力
し
て
ほ
し

い
」
と
エ
ー
ル
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 

　
ま
た
、
株
式
会
社
日
進
製
作
所
、

京
都
府
丹
後
広
域
振
興
局
に
も
市
の

施
策
に
賛
同
い
た
だ
き
、
独
自
に
ノ

ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
を
設
け
、
公
共
交

通
利
用
の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
波
及
効
果
が
全
市
へ
広

が
っ
て
い
く
よ
う
、
今
後
も
本
市
の

公
共
交
通
が
、
ま
す
ま
す
多
く
の
市

民
の
み
な
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
に
関
係
機
関
と
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

➡

➡

11月 約150％ 11月 約150％ 

対前年比 

 10月 約140％ 

対前年比 

 10月 約140％ 

ま
す
ま
す
市
民
の
み
な
さ
ん
の
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
を
め
ざ
し

ま
す
ま
す
市
民
の
み
な
さ
ん
の
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
を
め
ざ
し 

上
限
二
百
円
バ
ス
　
上
々
の
ス
タ
ー
ト

上
限
二
百
円
バ
ス
　
上
々
の
ス
タ
ー
ト 

ま
す
ま
す
市
民
の
み
な
さ
ん
の
利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
を
め
ざ
し 

上
限
二
百
円
バ
ス
　
上
々
の
ス
タ
ー
ト 

公

共

交

通 
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健
康
健
康
・
長
寿
　
蓬
莱

長
寿
　
蓬
莱︵
ほ
う
ら
い
︶

︵
ほ
う
ら
い
︶の
郷
を
め
ざ
し

の
郷
を
め
ざ
し

「
京
丹
後
市
の
総
合
的
な
高
齢
社
会
対
策
の
推
進
に
関
す
る
懇
談
会

「
京
丹
後
市
の
総
合
的
な
高
齢
社
会
対
策
の
推
進
に
関
す
る
懇
談
会
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蓬
莱
の
郷
づ
く
り
推
進
懇
談
会
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蓬
莱
の
郷
づ
く
り
推
進
懇
談
会
）
を
開
催

を
開
催 

健
康
・
長
寿
　
蓬
莱
︵
ほ
う
ら
い
︶の
郷
を
め
ざ
し

「
京
丹
後
市
の
総
合
的
な
高
齢
社
会
対
策
の
推
進
に
関
す
る
懇
談
会
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
蓬
莱
の
郷
づ
く
り
推
進
懇
談
会
）
を
開
催 

　
市
で
は
、
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ

ら
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
そ
の
方
策
や
課

題
な
ど
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
か
ら
ご

意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
「
京
丹
後
市
の

総
合
的
な
高
齢
社
会
対
策
の
推
進
に
関
す
る

懇
談
会
」（
別
称
・
蓬
莱
（
ほ
う
ら
い
）
の
郷

（
※
）
づ
く
り
推
進
懇
談
会
）
を
、
こ
の
た

び
初
め
て
開
催
し
ま
し
た
。 

　
高
齢
社
会
が
進
む
中
、
す
べ
て
の
市
民
の

み
な
さ
ん
が
、
「
長
寿
」
を
喜
び
の
中
で
迎

え
、
高
齢
と
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
社
会
の
形
成
が
強
く
望
ま
れ
て

い
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
に
お
い
て
も
、
高
齢
化
が
急
速

に
進
展
し
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
現

在
の
高
齢
化
率
は
二
七
・
四
％
と
、
四

人
に
一
人
以
上
が
六
十
五
歳
以
上
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
特
に
団
塊
の
世
代
と

言
わ
れ
る
か
た
が
六
十
五
歳
を
迎
え
る

二
〇
一
五
年
、
ま
た
七
十
五
歳
を
迎
え

る
二
〇
二
五
年
が
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
に

な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
同
時
に
市
内
に
は
、
百
歳

以
上
の
か
た
が
四
十
七
人
（
平
成
十
八

年
九
月
一
日
現
在
）
も
元
気
に
暮
ら
さ

れ
、
こ
れ
は
京
都
府
内
二
十
八
市
町
村

の
中
で
一
番
多
い
と
と
も
に
、
人
口
比

率
で
は
全
国
平
均
の
四
倍
近
く
も
あ
り
、

単
に
高
齢
化
率
が
高
い
と
い
う
訳
で
は

な
く
、「
健
康
長
寿
の
ま
ち
・
京
丹
後
」

で
あ
り
、「
蓬
莱
（
ほ
う
ら
い
）
の
郷
」

と
も
言
え
る
誇
り
高
い
こ
と
で
す
。 

　
市
で
は
、
こ
の
健
康
長
寿
の
特
徴
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
安
心
し

て
、
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
将
来
像
を
「
蓬

莱
の
郷
」
と
掲
げ
、
地
域
の
各
種
団
体
が
相

互
に
協
力
し
総
合
的
に
高
齢
社
会
対
策
を
推

進
し
て
い
く
た
め
同
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 

　
十
二
月
十
八
日
に
開
い
た
「
第
一
回
懇
談

会
」
に
は
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
市
民
生
児
童
委
員

協
議
会
、
市
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
協
議
会
、

市
連
合
婦
人
会
、
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
、
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
、
市
社
会

福
祉
協
議
会
か
ら
代
表
者
の
か
た
な
ど
が
参

加
。 

　
会
議
で
は
、
高
齢
者
の
か
た
の
低
栄
養
解

消
の
た
め
の
料
理
教
室
の
開
催
や
、
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
か
た
の
安
否
確
認
の
た
め

の
友
愛
訪
問
、
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
交
流
会

の
開
催
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
行
っ
て

い
る
事
業
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
「
同

じ
よ
う
な
事
業
・
取
り
組
み
を
各
種
団
体
が

行
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
内
容
が
わ
か
ら
な

い
の
で
、
同
じ
目
的
で
活
動
し
て
い
る
も
の

同
士
、
ま
ず
は
お
互
い
を
知
る
こ
と
が
必
要
」、

「
重
な
り
合
う
事
業
は
連
携
し
て
実
施
す
る

こ
と
で
、
さ
ら
な
る
活
性
化
に
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
」、「
活
動
の
報
告
会
や
発
表
の

機
会
が
あ
れ
ば
、
目
標
を
持
っ
て
取
り
組
め

る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
、
初

回
か
ら
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
今
後
、
内
容
（
テ
ー
マ
）
ご
と

に
各
種
団
体
や
関
係
者
の
か
た
か
ら
ご
意
見

や
課
題
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く
中
、
有

機
的
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、
健
康
長
寿
の
ま

ち
づ
く
り
実
現
の
た
め
の
総
合
的
な
施
策
を

推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
　 

　
※
蓬
莱
の
郷 

　
　
蓬
莱
と
は
蓬
莱
山
の
略
で
、
中
国
で
仙

人
が
住
み
、
不
老
不
死
の
霊
山
と
し
て

信
じ
ら
れ
た
想
像
上
の
仙
境
。 

初回から活発な意見交換が行われた 

「蓬莱の郷づくり推進懇談会」 

市民のみなさん一人ひとりが

　　　生涯にわたって、安心して、生きがいを持って

　　　　　　　　　　暮らすことができる社会をめざす

市民のみなさん一人ひとりが

　　　生涯にわたって、安心して、生きがいを持って

　　　　　　　　　　暮らすことができる社会をめざす

健

康

長

寿 

環
境
大
臣
賞 

京都府内で初 

若
林
環
境
大
臣
（
右
）
か
ら
表

彰
状
を
授
与
さ
れ
る
荒
田
助
役 

若
林
環
境
大
臣
（
前
列
左
か
ら
三

人
目
）
と
荒
田
助
役
（
後
列
中
央
） 

　
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築
に
向

け
、
先
駆
的
な
実
績
が
あ
る
自
治

体
と
し
て
、
京
丹
後
市
が
環
境
省

の
「
循
環
・
共
生
・
参
加
ま
ち
づ

く
り
表
彰
」
【
環
境
大
臣
表
彰
】

を
一
月
二
十
二
日
に
受
賞
し
ま
し

た
。 

　
同
表
彰
は
、
平
成
二
年
度
か
ら

毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、

京
都
府
内
の
自
治
体
で
は
初
め
て

の
受
賞
。 

　
市
で
は
、
▽
自
然
環
境
の
保
全
、

▽
循
環
型
社
会
の
構
築
、
▽
循
環

型
産
業
の
育
成
、
▽
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
四
つ
の

テ
ー
マ
に
基
づ
き
、「
い
の
ち
」
が

輝
き
資
源
が
循
環
す
る
、
自
然
と

共
生
し
た
「
環
境
循
環
都
市
」
を

め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
ひ
と
つ
は
、
環
境
先
進
国

デ
ン
マ
ー
ク
に
あ
る
環
境
研
修
セ

ン
タ
ー
の
日
本
版
と
し
て
設
立
さ

れ
た
「
風
の
が
っ
こ
う
京
都
」
の

運
営
。
風
車
と
自
然
資
源
に
囲
ま

れ
て
「
環
境
教
育
」、「
自
然
体
験
」、

「
産
業
創
出
」
を
学
び
、
体
験
し
、

考
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て

い
ま
す
。 

　
ま
た
、
発
電
量
の
変
動
す
る
太

陽
光
発
電
・
風
力
発
電
と
バ
イ
オ

ガ
ス
発
電
を
組
み
合
わ
せ
た
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
目
的
と
し

た
地
域
実
証
研
究
を
推

進
し
て
い
ま
す
。 

　
加
え
て
、
鳴
き
砂
で

有
名
な
琴
引
浜
や
、
北

近
畿
最
大
級
の
規
模
を

誇
る
ブ
ナ
林
な
ど
市
域

の
豊
か
な
自
然
環
境
の

保
全
・
美
化
活
動
、
エ

コ
ド
ラ
イ
ブ
の
推
進
、

小
型
風
力
発
電
シ
ス
テ

ム
の
普
及
、
資
源
循
環

型
社
会
を
め
ざ
し
た
使

用
済
み
て
ん
ぷ
ら
油
回

収
・
ご
み
の
分
別
処
理

な
ど
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や

市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
働
に
よ
り
、

「
環
境
循
環
都
市
」
の
創
造
へ
大
き

な
力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
数
々
の
取
り
組
み
が
、
今
回
、

高
く
評
価
さ
れ
受
賞
し
た
も
の
で

す
。 

 

　
環
境
問
題
は
、
人
類
す
べ
て
が

地
球
規
模
で
考
え
、
環
境
に
配
慮

し
た
生
活
や
経
済
活
動
を
継
続
し

な
け
れ
ば
解
決
で
き
ま
せ
ん
。 

　
市
と
し
て
も
、
今
回
の
受
賞
を

励
み
に
、
環
境
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
自
治
体
と
し
て
、
ほ
か
の
自
治

体
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
新
時
代

の
「
環
境
循
環
都
市
」
の
創
造
に

向
け
た
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
「
環
境
循
環
都
市
」
の
実
現
に

は
、
家
庭
や
地
域
の
地
道
な
取
り

組
み
が
不
可
欠
で
す
。 

　
現
在
、
市
内
で
動
き
出
し
た
環

境
問
題
へ
の
取
り
組
み
を
市
民
の

み
な
さ
ん
が
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら
実

践
し
て
い
く
こ
と
で
、
未
来
の
子

ど
も
た
ち
へ
誇
れ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

太
陽
光
発
電
・
風
力
発
電
と
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電

を
組
み
合
わ
せ
た
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
分
散

型
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
め
ざ
す
拠

点
施
設
「
京
都
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
」 

京丹後市が環境大臣賞を受賞 
平成18年度「循環・共生・参加まちづくり表彰」 

京丹後市が環境大臣賞を受賞 
平成18年度「循環・共生・参加まちづくり表彰」 
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株
式
会
社
く
み
は
ま
縣

株
式
会
社
く
み
は
ま
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経
営
を
大
き
く
改
善

　
　
　
　
経
営
を
大
き
く
改
善 

株
式
会
社
く
み
は
ま
縣 

　
　
　
　
経
営
を
大
き
く
改
善 

民
間
活
力
と
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
込
み
経
営
改
善

民
間
活
力
と
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
込
み
経
営
改
善

株
式
会
社
く
み
は
ま
縣

株
式
会
社
く
み
は
ま
縣 

民
間
活
力
と
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
込
み
経
営
改
善

株
式
会
社
く
み
は
ま
縣 

新鮮な農林産物など

を直売し、好評の 

「菜○野果市」 

　　（さわやかいち） 

相談に訪れたかた一人ひとりに、て

いねいに助言される中森助教授（左）

と行場客員教授（右） 

　
京
都
工
芸
繊
維
大
学
に
よ
る

　
京
都
工
芸
繊
維
大
学
に
よ
る 

　
　
　
『
技
術
・
経
営
相
談
会
』
を
初
開
催

　
　
　
『
技
術
・
経
営
相
談
会
』
を
初
開
催 

技
術
課
題
の
解
決
か
ら
経
営
戦
略
に
至
る
ま
で
、

技
術
課
題
の
解
決
か
ら
経
営
戦
略
に
至
る
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
幅
広
い
分
野
の
相
談
に
応
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
幅
広
い
分
野
の
相
談
に
応
じ
る

　
京
都
工
芸
繊
維
大
学
に
よ
る 

　
　
　
『
技
術
・
経
営
相
談
会
』
を
初
開
催 

技
術
課
題
の
解
決
か
ら
経
営
戦
略
に
至
る
ま
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
幅
広
い
分
野
の
相
談
に
応
じ
る

　
市
と
「
連
携
・
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
」
を
締
結
し
て
い

る
京
都
工
芸
繊
維
大
学
に
よ
る
「
技
術
・
経
営
相
談
会
」（
京
丹

後
市
・
京
丹
後
市
地
域
再
生
協
議
会
共
催
）
を
、
十
二
月
五
日

と
六
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
、
相
談
者
は
専
門
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
相
談
会
は
、
市
内
の
事
業
者
の
み
な
さ
ん
を
対
象
に
、

技
術
課
題
の
解
決
か
ら
経
営
戦
略
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
分
野

に
わ
た
る
よ
り
専
門
的
な
相
談
に
応
じ
よ
う
と
初
め
て
開
い
た

も
の
で
す
。 

　
初
日
は
、
九
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
「
京
丹
後
キ
ャ

ン
パ
ス
」（
網
野
町
網
野
）
に
、
織
物
業
や
機
械
金
属
加
工
業
な

ど
五
人
の
事
業
者
の
か
た
が
相
談
に
訪
れ
、
廃
材
の
再
利
用
や

新
技
術
の
導
入
、
ま
た
今
後
の
経
営
や
新
た
な
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
相
談
を
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
二
日
目
に
は
、「『
お
し
か
け
』
技
術
・
経
営
相
談
」

と
題
し
て
、
市
内
の
二
事
業
所
を
訪
問
。
技
術
的
課
題
の
解
決

や
販
売
戦
略
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。 

　
今
回
の
相
談
会
は
、
同
大
学
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
の
中

森
助
教
授
、
行
場
客
員
教
授
が
担
当
。
お
二
人
は
、
大
学
の
地

域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
属
さ
れ
、
中
森
助
教
授
は
「
強
み
」

を
活
か
し
た
「
知
的
資
産
経
営
」
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
、
多
く

の
企
業
の
経
営
支
援
に
携
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
行

六町商工会が合併契約調印 

産業振興に大きな弾み 

（峰山町・大宮町・網野町・丹後町・弥栄町・久美浜町） 
六町商工会が合併契約調印 

産業振興に大きな弾み 

（峰山町・大宮町・網野町・丹後町・弥栄町・久美浜町） 

商
　
工
　
業 

商
　
工
　
業 

　
京
都
府
内
で
初
め
て
と
な
る
広
域
合
併
を

め
ざ
す
、
京
丹
後
市
内
の
六
町
商
工
会
（
峰

山
町
・
大
宮
町
・
網
野
町
・
丹
後
町
・
弥
栄

町
・
久
美
浜
町
）
の
「
合
併
契
約
調
印
式
」

が
、
十
二
月
八
日
に
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
吉
翠
苑

（
峰
山
町
杉
谷
）
で
関
係
者
な
ど
約
七
十
人

が
出
席
し
て
開
か
れ
、
平
成
十
九
年
四
月
一

日
に
は
会
員
数
三
千
人
を
超
す
府
下
随
一
の

商
工
会
と
し
て
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。 

　
市
内
の
六
町
商
工
会
は
、
平
成
十
八
年
六

月
に
「
京
丹
後
市
内
六
町
商
工
会
合
併
協
議

会
」（
協
議
会
長
・
田
中
治
大
宮
町
商
工
会
長
）

を
発
足
。
こ
れ
ま
で
六
回
の
協
議
会
を
は
じ

め
、
正
副
会
長
会
議
、
ま
た
協
議
会
に
お
け

る
組
織
・
財
政
・
事
業
の
各
検
討
小
委
員
会
、

情
報
化
対
策
専
門
部
会
、
労
働
保
険
事
務
専

門
部
会
な
ど
で
慎
重
に
協
議
を
重
ね
、
▽
合

併
の
方
式
…
新
設
合
併
、
▽
合
併
の
期
日
…

平
成
十
九
年
四
月
一
日
、
▽
新
商
工
会
の
名

称
…
京
丹
後
市
商
工
会
、
▽
事
務
所
の
設
置

場
所
…
峰
山
町
内
（
大
宮
町
・
網
野
町
・
丹

後
町
・
弥
栄
町
・
久
美
浜
町
に
支
所
を
置
く
）

な
ど
二
十
七
項
目
に
お
よ
ぶ
協
議
事
項
を
確

認
し
て
き
ま
し
た
。 

　
「
調
印
式
」
で
は
、
六
町
の
商
工
会
長

が
「
商
工
会
合
併
契
約
書
」
に
署
名
・
押
印
。

ま
た
、
國
府
京
都
府
商
工
会
連
合
会
長
と

中
山
京
丹
後
市
長
が
立
会
人
と
し
て
署
名

を
行
い
ま
し
た
。 

　
田
中
会
長
は
「
新
た
な
船
出
に
向
け
、

今
後
万
全
の
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

六
町
商
工
会
の
特
色
を
活
か
し
つ
つ
、
協
働
、

共
感
で
響
き
合
い
、
ま
ち
づ
く
り
を
リ
ー

ド
す
る
『
京
丹
後
市
商
工
会
』
の
発
足
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
ま
た
、
中
山
市
長
は
「
産
業
・
商
工
業

の
振
興
は
、
本
市
の
大
き
な
柱
で
す
。
商

工
会
の
合
併
は
、
産
業
振
興
の
大
き
な
弾

み
と
な
り
、
市
域
の
一
体
化
を
促
す
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。
市
の
発
展
の
中
心

と
し
て
ご
貢
献
い
た
だ
き
た
い
」
と
、
お

祝
い
と
期
待
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
株
式
会
社
く
み
は
ま
縣
は
、
十
一

月
二
十
八
日
に
取
締
役
会
を
、
ま
た

十
二
月
七
日
に
臨
時
株
主
総
会
を
開

催
し
、
株
主
の
変
更
に
伴
う
定
款
の

一
部
改
正
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
が
保
有
す
る
株

式
の
う
ち
七
〇
株
を
株
式
会
社
ポ
ラ

リ
ス
（
沖
田
康
彦
代
表
取
締
役
社
長
・

網
野
町
木
津
）
に
譲
渡
す
る
こ
と
を

承
認
し
ま
し
た
。 

　
譲
渡
先
の
選
定
に
当
た
っ
て
は
、

透
明
性
を
高
め
、
公
平
・
公
正
を
期

す
る
た
め
に
、
昨
年
五
月
に
行
っ
た

市
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
募
集
と

同
時
に
（
株
）
く
み
は
ま
縣
の
株
主

を
公
募
し
、
株
式
譲
渡
先
選
定
委
員

会
の
審
査
を
経
て
決
定
し
ま
し
た
。 

　 

  

　
（
株
）
く
み
は
ま
縣
は
、
平
成
十

一
年
十
月
に
地
場
産
の
農
林
水
産
物

お
よ
び
そ
れ
ら
の
加
工
品
、
観
光
資

源
を
活
用
し
た
地
域
振
興
を
目
的
に

旧
久
美
浜
町
、
農
協
、
商
工
会
、
漁
協
、

森
林
組
合
、
観
光
振
興
会
な
ど
六
団

体
が
第
三
セ
ク
タ
ー
を
設
立
し
、

久
美
浜
総
合
交
流
販
売
施
設
（
Ｓ

Ａ
Ｎ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｎ
）
を
運
営

し
て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
事
業
開
始
以
来
毎

年
一
千
万
円
を
超
す
多
額
の
赤

字
が
発
生
し
、
平
成
十
五
年
度

末
時
点
で
は
約
四
千
九
百
万
円

の
累
積
損
失
を
抱
え
、
経
営
が

行
き
詰
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
う

し
た
中
で
、
（
株
）
く
み
は
ま

縣
の
出
資
団
体
は
、
民
間
の
活

力
と
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
注
入
し
、

赤
字
体
質
か
ら
の
脱
却
を
図
る

た
め
、
一
定
の
負
債
を
整
理
し

た
う
え
で
、
平
成
十
六
年
度
か

ら
（
株
）
ポ
ラ
リ
ス
に
株
式
の

一
部
を
譲
渡
（
七
五
株
）
し
、
同
時

に
経
営
参
加
を
求
め
ま
し
た
。 

　
（
株
）
ポ
ラ
リ
ス
の
参
画
に
よ
り
、

民
間
の
活
力
と
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積

極
的
に
注
入
し
た
結
果
、
丹
後
地
区

の
観
光
拠
点
と
し
て
の
情
報
の
発
信
、

地
域
農
業
の
振
興
の
た
め
の
『
菜
○

野
果
市
』（
さ
わ
や
か
い
ち
）（
※
）
の

活
性
化
や
、
周
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
、
売
店
の
品
揃
え
、
レ
ス
ト
ラ

ン
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
、
接
客
の
改
善
な
ど
に
よ
り
、

集
客
力
の
向
上
と
販
売
高
の
増
加
に

結
び
つ
け
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
努
力
に
よ
り
、（
株
）
く

み
は
ま
縣
の
経
営
は
、
大
幅
に
改
善

さ
れ
、
平
成
十
六
年
度
以
降
は
、
単

年
度
収
支
で
は
損
失
を
出
さ
ず
に
、

設
置
目
的
に
沿
っ
た
健
全
な
経
営
が

行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
振
興
に

も
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
さ
ら
に
民
間
活
力
と
経
営

ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
込
み
、
い
っ
そ
う

の
創
意
・
工
夫
を
凝
ら
し
て
顧
客
の

み
な
さ
ん
の
満
足
度
を
高
め
つ
つ
、

参
加
農
家
の
積
極
的
な
出
品
の
中
で
、

約
一
千
七
百
五
十
万
円
の
累
積
損
失

の
一
掃
と
、
地
域
発
展
の
核
と
な
る

べ
く
事
業
の
拡
大
・
発
展
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

※
『
菜
○
野
果
市
』（
さ
わ
や
か
い
ち
） 

　
　
久
美
浜
町
を
中
心
と
し
た
市
内
の

約
百
二
十
の
農
家
が
「
菜
○
野
果
（
さ

わ
や
か
）
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
し
、

新
鮮
な
農
林
産
物
な
ど
を
直
売
。 

場
客
員
教
授
は
、
「
産
学
官
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
企
業
と
大
学
と
の
連
携
に
携
わ
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。 

　
お
二
人
は
「
相
談
会
を
通
し
て
、
京
丹
後
市
に
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
ア
イ
デ
ア
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
す
ば
ら
し
い

か
た
が
多
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
『
知
的
資
産

経
営
』
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

産
学
連
携
に
よ
る
技
術
的
課
題
の
解
決
や
新
技
術
の
導
入
な
ど
、

技
術
面
か
ら
も
京
丹
後
市
の
産
業
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
、
研

究
者
と
の
橋
渡
し
役
を
し
っ
か
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
相
談
者
か
ら
は
「
こ
の
よ
う
な
相
談
の
機
会
を
待
ち
望
ん
で

い
た
」、「
今
後
も
こ
う
い
っ
た
機
会
を
設
け
て
ほ
し
い
」
と
い

っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
相
談
会
で
は
、
中
森
助
教
授
や
行
場
客
員
教
授
の
ほ
か
、
同

大
学
研
究
協
力
課
の
か
た
に
も
同
席
い
た
だ
き
、
共
同
研
究
な

ど
の
産
学
連
携
に
向
け
た
事
務
手
続
き
に
つ
い
て
も
ご
相
談
い

た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
相
談
後
は
、
技
術
的
課
題
に
つ
い
て
大
学
の
研
究
者

と
の
共
同
研
究
や
、
大
学
の
持
つ
技
術
の
導
入
な
ど
、
産
学
連

携
に
よ
り
課
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
、
経
営
課
題

に
つ
い
て
も
継
続
し
て
指
導
を
受
け
、
経
営
戦
略
を
構
築
し
て

い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

　
市
で
は
、
今
後

も
こ
の
よ
う
な
相

談
の
機
会
を
設
け
、

市
内
の
事
業
者
の

み
な
さ
ん
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

六
町
商
工
会
長
が
「
合
併
契
約
書
」
に
署
名
・

押
印
を
行
い
ま
し
た 
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市
で
は
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
幅
広
く
展
開
さ
れ
る
な
ど
大

手
流
通
業
者
の
株
式
会
社
コ
メ
リ
（
新
潟
県
新
潟
市
）
が
、
災

害
対
策
に
本
格
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
」（
本
部
・
新
潟
県
新
潟

市
）
と
、「
災
害
時
に
お
け
る
物
資
供
給
に
関
す
る
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。 

　
同
協
定
で
は
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
市
の
要

請
に
基
づ
き
、
同
社
の
市
内
店
舗
や
集
積
所
の
物
資
を
優
先
的

に
有
償
で
提
供
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。 

　
同
社
は
、
新
潟
県
中
越
地
震
な
ど
の
大
規
模
災
害
を
経
験
さ

れ
る
中
、
災
害
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
た
め
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
」
を
平
成
十
七
年
九
月
に
設
立
。

関
連
企
業
を
含
ん
だ
取
引
先
と
全
国
の
出
店
地
域
の
自
治
体
と

の
物
資
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
さ
れ
、
災
害
発
生
時
に
備

え
る
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
同
協
定
は
京
都
府
内
で
初

め
て
の
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
一
月
十
二
日
に
市
役
所
で
行
っ
た
「
調
印
式
」
で
は
、
株
式

会
社
コ
メ
リ
の
小
林
剛
北
陸
地
区
本
部
ゾ
ー
ン
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か

ら
「
自
治
体
の
み
な
さ
ん
と
連
携
し
、
有
事
の
際
に
は
災
害
復

旧
用
品
を
必
要
な
と
き
に
、
必
要
な
量
を
迅
速
に
供
給
し
て
い

き
た
い
」
と
安
心
・
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
に
力
強
い
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
中
山

市
長
は
「
災
害
時
に
お
い
て
は
、

行
政
の
力
だ
け
で
は
限
界
が
あ

り
、
住
民
の
み
な
さ
ん
、
ま
た

民
間
企
業
の
か
た
と
協
働
に
よ

る
対
応
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

全
国
的
に
事
業
を
展
開
さ
れ
て

い
る
同
社
と
の
協
定
は
た
い
へ

ん
有
意
義
で
、
安
心
・
安
全
で

豊
か
な
市
民
生
活
の
実
現
に
つ

な
が
る
こ
と
と
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
締
結
を
喜
ぶ
と
と
も
に

協
力
を
強
く
要
請
し
ま
し
た
。 

京
丹
後
市
消
防
出
初
式

京
丹
後
市
消
防
出
初
式 
無
火
災
・
無
災
害
を
願
う

無
火
災
・
無
災
害
を
願
う

京
丹
後
市
消
防
出
初
式 
無
火
災
・
無
災
害
を
願
う

大規模災害に備え　ＮＰＯ法人コメリ災害対策センターと 

　　　　　　　　　　　　　　　物資の供給に関する協定を締結 

大規模災害に備え　ＮＰＯ法人コメリ災害対策センターと 

　　　　　　　　　　　　　　　物資の供給に関する協定を締結 

　
火
災
や
災
害
の
な
い
一
年
で
あ

る
こ
と
を
願
い
「
京
丹
後
市
消
防

出
初
式
」
を
一
月
七
日
に
開
催
し
、

防
災
へ
の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。 

　
荒
天
の
た
め
、
予
定
し
て
い
た

屋
外
で
の
市
中
行
進
と
一
斉
放
水

は
中
止
と
な
っ
た
も
の
の
、
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
京
都
府
丹
後
文

化
会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
行
っ

た
式
典
に
は
、

岡
団
長
以
下
八

百
五
十
人
の
団
員
と
消
防
本
部
職

員
六
十
人
を
は
じ
め
、
京
都
府
府

民
労
働
部
長
や
府
議
会
議
員
、
京

丹
後
警
察
署
長
、
航
空
自
衛
隊
第

三
十
五
警
戒
副
隊
長
、
市
議
会
議

員
な
ど
多
く
の
来
賓
が
参
加
。 

　
式
典
で
は
、
中
山
市
長
が
「
消

防
団
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
か

ら
生
業
を
持
ち
な
が
ら
日
夜
を
た

が
わ
ず
、
ご
家
族
へ
の
ご
負
担
も

あ
る
中
で
、
献
身
的
な
消
防
団
活

動
に
勤
（
い
そ
）
し
ん
で
い
た
だ

き
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
昨
年
の
『
七
月
豪
雨
』

に
よ
り
丹
後
町
間
人
地
区
で
は
、

た
い
へ
ん
残
念
な
こ
と
に
お
二
人

の
か
た
が
お
亡
く
な
り
に
な
る
と

い
う
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生

し
、
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
に
は

発
災
直
後
か
ら
現
場
に
駆
け
つ
け
、

日
夜
を
徹
し
て
の
警
戒
や
パ
ト
ロ

ー
ル
、
捜
索
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
た
だ
く
な
ど
、
重
ね

重
ね
心
か
ら
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
安
心
・

安
全
を
守
る
要
と
し
て
、

ま
さ
に
消
防
団
員
の
み

な
さ
ん
の
ご
活
躍
・
ご

活
動
が
あ
り
、
今
後
と

も
、
こ
の
尊
い
ご
使
命

の
う
え
に
、
懸
命
に
ご

尽
力
を
賜
る
こ
と
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
と
し
ま
し
て
も
、
み

な
さ
ん
の
活
動
に
対
し

可
能
な
限
り
の
支
援
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
力
を
あ
わ
せ

災
害
の
な
い
安
全
で
安
心
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い

き
た
い
」
と
式
辞
。 

　
ま
た
、

岡
団
長
が
「
昨
年
は

操
法
の
年
と
し
て
、
た
い
へ
ん
長

期
間
に
わ
た
り
訓
練
い
た
だ
き
ご

苦
労
さ
ま
で
し
た
。
本
年
は
、
京

都
府
の
防
災
訓
練
が
京
丹
後
市
で

行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
六
町
そ

れ
ぞ
れ
で
行
っ
て
き
た
訓
練
を
本

年
か
ら
は
京
丹
後
市
消
防
団
と
し

て
一
本
化
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
自
然

災
害
に
対
応
で
き
る
訓
練
を
考
え

て
い
き
た
い
」
と
訓
示
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
退
職
さ
れ
た
幹
部
二

十
二
人
の
多
年
に
わ
た
る
功
績
に

対
し
、
深
甚
な
る
感
謝
と
敬
意
を

表
し
感
謝
状
と
記
念
品
を
授
与
す

る
と
と
も
に
、
消
防
・
防
災
活
動

に
貢
献
の
あ
っ
た
団
員
の
み
な
さ

ん
百
五
十
三
人
に
優
良
消
防
団
員

表
彰
を
授
与
。
来
賓
か
ら
は
、
消

防
団
員
の
日
ご
ろ
の
活
動
ま
た
ご

家
族
の
ご
理
解
・
ご
協
力
に
対
す

る
感
謝
と
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
贈

ら
れ
る
な
ど
、
参
加
者
全
員
で
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
気
を
引

き
締
め
ま
し
た
。 

新年のはじまりにあたり、災害に強

いまちづくりへ気を引き締めました 

協
定
を
締
結
し
固
い
握
手
を
交
わ

す
、
株
式
会
社
コ
メ
リ
の
小
林
剛

北
陸
地
区
本
部
ゾ
ー
ン
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
（
左
）
と
中
山
市
長
（
右
） 

障
害
者
支
援 

安
心
・
安
全 

人と人を結び　地域で豊かな生活を支援人と人を結び　地域で豊かな生活を支援

　
十
月
に
本
格
施
行
さ
れ
た
「
障

害
者
自
立
支
援
法
」
に
よ
る
新
体

系
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
す
る

「
障
害
児
（
者
）
多
機
能
型
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
『
ろ
む
』」
の
「
開

所
式
」
が
、
十
二
月
十
二
日
に
開

か
れ
ま
し
た
。 

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
木
造
平
屋
建

て
約
四
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

四
年
前
ま
で
奥
大
野
保
育
所
と
し

て
子
ど
も
た
ち
の
保
育
の
場
と
し

て
利
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
宮

南
保
育
所
へ
の
統
合
に
よ
り
空
き

施
設
と
な
っ
て
い
た
も
の
で
、
市

有
施
設
の
有
効
利
用
と
地
域
振
興

を
目
的
と
し
て
、
市
が
「
社
会
福

祉
法
人
よ
さ
の
う
み
福
祉
会
」（
戸

田
晋
理
事
長
）
へ
無
償
で
貸
し
出

し
、
障
害
児
（
者
）
の
み
な
さ
ん

が
地
域
で
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て

い
た
だ
く
施

設
と
し
て
新

た
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し

た
。 

　
同
セ
ン
タ

ー
で
は
、
▽

日
常
生
活
で

必
要
な
基
本

的
な
生
活
リ

ズ
ム
の
定
着

を
め
ざ
す
「
自

立
訓
練
事
業
」、
▽
短
期
間
の
宿
泊

が
可
能
な
「
短
期
入
所
事
業
」、
▽

障
害
者
の
か
た
に
日
中
有
意
義
に

過
ご
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

小
・
中
学
生
、
高
校
生
が
放
課
後

や
長
期
休
暇
中
を
有
意
義
に
過
ご

す
た
め
の
「
日
中
一
時
支
援
事
業
」、

▽
日
常
的
な
介
護
を
行
う
「
生
活

介
護
事
業
」
を
実
施
。
ま
た
、
同

セ
ン
タ
ー
内
に
併
設
す
る
「
京
丹

後
市
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
『
結

（
ゆ
い
）
』
」
に
お
い
て
、
地
域
で

の
生
活
を
支
え
、
さ
ら
に
自
立
を

支
援
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
連

携
し
各
種
相
談
に
応
じ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

　
同
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
奥
大

野
公
民
館
で
開
か
れ
た
「
開
所
式
」

に
は
、
同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
の

か
た
を
は
じ
め
、
京
都
府
や
京
丹

後
市
、
地
元
住
民
の
み
な
さ
ん
な

ど
約
七
十
人
が
出
席
。
戸
田
理
事

長
が
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
と
も
に

「
安
定
し
た
事
業
運
営
は
、
障
害

の
あ
る
か
た
た
ち
の
よ
り
豊
か
な

地
域
生
活
を
実
現
す
る
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
り
、
障
害

者
福
祉
事
業
が
今
後
ま
す
ま
す
前

進
す
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
待

望
の
開
所
を
祝
い
ま
し
た
。 

障害児（者）多機能型生活支援センター　「ろむ」 
京 丹後市障害者相談支援事業所「結　」 
障害児（者）多機能型生活支援センター　「ろむ」 
京 丹後市障害者相談支援事業所「結　」 開所 開所 

市長室　訪問 市長室　訪問 

今後の予定などを話される、
有限会社メリケンクラブの
谷口加代子代表（中央） 

国
営
農
地
五
箇
団
地
へ
二
つ
の
農
業
生
産
法
人
を
誘
致 

株式会社セントラルフルーツ 

　　　　　弘　敏二経営企画室長 

有限会社メリケンクラブ 

　　　　　　　　谷口加代子代表 

　
峰
山
町
の
国
営
農
地
五
箇
団
地
へ
の

入
植
を
予
定
さ
れ
て
い
る
、
株
式
会
社

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ル
ー
ツ
（
屋
号
「
八
百

一
」
・
田
中
勝
三
代
表
取
締
役
社
長
）

の
弘
敏
二
経
営
企
画
室
長
と
、
有
限
会

社
メ
リ
ケ
ン
ク
ラ
ブ
の
谷
口
加
代
子
代

表
が
、
十
二
月
一
日
に
市
役
所
を
訪
問

さ
れ
ま
し
た
。 

　
株
式
会
社
セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ル
ー
ツ
は
、

全
国
の
有
名
デ
パ
ー
ト
な
ど
を
中
心
に

青
果
物
流
通
販
売
業
を
営
な
ま
れ
、
昨

年
九
月
に
「
農
業
生
産
法
人
・
八
百
一

の
郷
」
を
設
立
。
安
心
・
安
全
な
食
材

を
望
む
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
（
要
求
）
か

ら
、
低
農
薬
野
菜
の
栽
培
を
自
ら
本
格

的
に
行
う
た
め
、
こ
の
春
か
ら
五
箇
団

地
の
三
ヘ
ク

タ
ー
ル

に
お
い
て
、
黒
豆
や
万
願
寺

（
ま
ん
が
ん
じ
）
唐
辛
子
な
ど
の
京
野

菜
を
中
心
に
栽
培
さ
れ
る
予
定
で
す
。 

　
ま
た
、
有
限
会
社
メ
リ
ケ
ン
ク
ラ
ブ

は
、
近
畿
圏
で
飲
食
業
な
ど
を
中
心
に

幅
広
い
事
業
を
展
開
さ
れ
、
今
回
、「
農

業
生
産
法
人
・
株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
フ

ァ
ー
ム
」
を
新
た
に
設
立
さ
れ
、
強
化

ガ
ラ
ス
な
ど
に
よ
る
大
型
の
温
室
棟
（
三

ヘ
ク

タ
ー
ル

程
度
）
を
整
備
さ
れ
、
通
常
の
ト
マ

ト
に
比
べ
二
〜
四
倍
の
糖
度
で
、
数
倍

の
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
含
ん
だ
「
大
島
ト
マ

ト
」
を
、
平
成
二
十
一
年
か
ら
生
産
さ

れ
る
予
定
で
す
。 

　
両
法
人
と
も
、
近
畿
圏
で
ま
と
ま
っ

た
広
い
農
地
を
探
す
中
、
農
地
の
利
用

調
整
が
確
立
し
て
い
る
京
丹
後
市
の
国

営
団
地
へ
の
入
植
を
決
め
て
い
た
だ
き
、

将
来
的
に
は
栽
培
面
積
の
拡
大
も
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
中
山
市
長
は
「
市
の
農
業
振
興
、
雇

用
の
拡
大
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
応
援
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
入
植
を
歓
迎
し
ま
し
た
。 

平成19年2月 平成19年2月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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第２回 市政懇談会を開催 第２回 市政懇談会を開催 
　市では、市長などが市の施策について、直接市民のみな　市では、市長などが市の施策について、直接市民のみなさんさん

と意見交換を行うことにより、市政に対する市民のみなさと意見交換を行うことにより、市政に対する市民のみなさんのんの

理解と協働意識を深め、市民参画の推進に資することを目理解と協働意識を深め、市民参画の推進に資することを目的と的と

してして、「市政懇談会」を開催しています。今年度は、７月、８月市政懇談会」を開催しています。今年度は、７月、８月

の開催に続いて、10月24日から11月22日にかけて各町で、２

回目の市政懇談会を開催しましたので、抜粋でご紹介しま回目の市政懇談会を開催しましたので、抜粋でご紹介します。す。 

　市では、市長などが市の施策について、直接市民のみなさん

と意見交換を行うことにより、市政に対する市民のみなさんの

理解と協働意識を深め、市民参画の推進に資することを目的と

して、「市政懇談会」を開催しています。今年度は、７月、８月

の開催に続いて、10月24日から11月22日にかけて各町で、２

回目の市政懇談会を開催しましたので、抜粋でご紹介します。 

大
宮
町

大
宮
町 

市
政
懇
談
会

市
政
懇
談
会 

意
見
交
換

意
見
交
換 

大
宮
町 

市
政
懇
談
会 

意
見
交
換 

10月24日 

網
野
町

網
野
町 

市
政
懇
談
会

市
政
懇
談
会 

意
見
交
換

意
見
交
換 

網
野
町 

市
政
懇
談
会 

意
見
交
換 

10月30日 

峰
山
町

峰
山
町 

市
政
懇
談
会

市
政
懇
談
会 

意
見
交
換

意
見
交
換 

峰
山
町 

市
政
懇
談
会 

意
見
交
換 

10月26日 

住
民
の
士
気
の
高
揚
に
も
つ
な
が

っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
当
遺
跡
の
発
掘
に
つ
い
て
は
、

市
内
外
の
関
係
機
関
の
み
な
さ
ん

と
議
論
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

第
一
に
墳
丘
の
保
存
を
考
え
、
墳

丘
内
部
の
保
存
の
た
め
の
仮
保
全

作
業
を
年
度
内
に
行
い
ま
す
。
今

後
の
墳
丘
に
係
る
方
針
と
し
て
は
、

こ
の
ま
ま
の
状
態
で
埋
め
戻
し
、

国
の
史
跡
指
定
を
受
け
る
か
、
ま

た
は
現
在
の
保
存
技
術
の
問
題
か

ら
賛
否
両
論
も
あ
り
ま
す
が
、
第

一
埋
葬
の
発
掘
に
向
け
た
協
議
を

進
め
る
二
つ
の
方
針
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
国
や
府
、
専

門
家
の
意
見
を
大
切
に
し
、
し
っ

か
り
と
保
全
し
つ
つ
、
丹
後
の
大

き
な
財
産
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、

引
き
続
き
史
跡
整
備
に
つ
い
て
、

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

※
赤
坂
今
井
墳
丘
墓
の
整
備
計
画

に
つ
い
て
、
有
識
者
の
か
た
な
ど

で
構
成
す
る
「
京
丹
後
市
史
跡
整

備
検
討
委
員
会
」
か
ら
平
成
十
八

年
十
月
に
答
申
を
受
け
、
こ
れ
に

沿
っ
た
計
画
を
市
で
検
討
す
る
中

で
、
一
定
の
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
の
で
、
あ
わ
せ
て
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。 

　
市
政
懇
談
会
で
二
案
を
ご
説
明

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
平
成
十
七

年
一
月
に
発
足
し
た
「
市
史
跡
整

備
検
討
委
員
会
」
か
ら
も
、
ま
ず

国
指
定
を
受
け
、
本
遺
跡
の
保
存

を
図
り
、
そ
の
後
、
整
備
計
画
を

検
討
し
て
い
く
べ
き
と
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
遺
跡
は
、

合
併
以
前
か
ら
の
大
き
な
課
題
で

も
あ
り
、
市
と
し
て
ど
う
対
処
す

べ
き
か
を
検
討
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
す
。
本
遺
跡
は
、
弥
生
時
代
の

日
本
を
代
表
す
る
重
要
な
遺
跡
で

あ
る
と
い
う
評
価
を
受
け
て
お
り
、

最
も
大
き
な
第
一
埋
葬
地
の
発
掘

調
査
に
つ
い
て
は
、
市
が
単
独
で

実
施
す
る
場
合
、
そ
の
調
査
体
制

や
保
存
技
術
、
財
政
な
ど
、
万
全

の
準
備
が
必
要
と
な
り
、
過
大
な

負
担
を
伴
い
ま
す
。 

 

従
っ
て
、
文
化
財
保
護
法
の
趣

旨
で
あ
る
「
文
化
財
保
護
」
の
観

点
も
十
分
尊
重
し
な
が
ら
、
発
掘

調
査
（
学
術
調
査
・
歴
史
解
明
）

に
つ
い
て
は
、
国
・
府
と
協
調
し

て
、
引
き
続
き
研
究
・
検
討
課
題

と
し
、
ま
ず
は
国
指
定
申
請
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

▼
浜
詰
海
岸
整
備
計
画
の
促
進
お

よ
び
外
湯
の
建
設
に
つ
い
て 

　
平
成
十
五
年
度
か
ら
進
め
て
き

た
浜
詰
海
岸
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

浜
詰
地
区
で
は
、
同
整
備
計
画
の

促
進
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
京
都

府
・
市
・
地
元
区
で
調
整
会
議
を

し
ま
し
た
が
、
市
の
態
度
が
保
留

の
ま
ま
で
あ
り
、
早
急
に
計
画
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。 

　
ま
た
、
観
光
業
を
主
体
と
す
る

当
区
と
し
て
は
、
観
光
客
の
誘
致

お
よ
び
地
元
区
民
の
福
利
厚
生
の

た
め
、
区
所
有
地
で
あ
る
「
海
の

家
」
跡
地
を
利
用
し
た
外
湯
の
建

設
も
あ
わ
せ
て
お
願
い
し
た
い
。 

▼
地
区
と
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え

た
具
体
的
事
業
の
着
手
と
と
も
に
、

入
湯
税
を
活
用
し
た
施
設
整
備
に

取
り
組
み
ま
す 

　
観
光
地
と
し
て
一
層
の
誘
客
を

図
る
た
め
、
浜
詰
海
岸
の
素
晴
し

い
景
色
を
活
用
し
た
整
備
計
画
を

立
て
、
ま
た
外
灯
整
備
や
道
路
整

備
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
基
盤

の
整
備
に
向
け
、
市
と
区
が
と
も

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
同
整
備
計
画
に
つ
い
て
は
、
平

成
五
年
に
基
本
計
画
を
策
定
し
、

平
成
十
五
年
に
は
、
計
画
の
見
直

し
を
含
め
、
今
後
の
計
画
の
進
行

に
つ
い
て
、
地
元
区
の
み
な
さ
ん

と
協
議
を
し
ま
し
た
。
本
計
画
に

対
す
る
地
元
区
の
大
筋
の
合
意
を

い
た
だ
く
中
で
、
今
後
、
地
元
区

民
の
み
な
さ
ん
と
の
意
見
交
換
を

行
い
つ
つ
、
具
体
的
に
事
業
が
動

き
出
す
よ
う
事
務
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
観
光
客
の
み
な
さ
ん
に
、

よ
り
一
層
、
丹
後
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
施
設
整
備
を
含
め

た
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、

市
で
は
、
今
年
度
か
ら
、
入
湯
税

を
地
域
の
観
光
事
業
に
役
立
て
る

た
め
の
補
助
制
度
を
創
設
し
て
お

り
、
外
湯
の
建
設
に
つ
い
て
も
、

何
ら
か
の
支
援
が
で
き
な
い
か
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

▼
市
道
栗
脇
ヤ
ナ
グ
ラ
線
拡
幅
改

良
に
つ
い
て 

　
市
道
栗
脇
ヤ
ナ
グ
ラ
線
の
道
路

改
良
は
、
平
成
六
年
に
「
た
ち
ば

な
診
療
所
」
が
完
成
し
て
以
来
、

高
齢
者
の
か
た
の
自
家
用
車
通
院

に
と
っ
て
、
危
険
な
箇
所
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
診
療
所
へ
の
安
全
な

通
院
の
た
め
、
拡
幅
改
良
工
事
を

繰
り
返
し
要
望
し
て
い
ま
す
。 

　
財
政
的
な
問
題
も
あ
る
と
は
思

い
ま
す
が
、
す
で
に
地
主
の
立
会

い
も
行
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
こ

と
に
ご
配
慮
い
た
だ
き
、
早
期
に

事
業
を
進
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
た
い
。 

▼
平
成
十
九
年
度
以
降
の
事
業
化

に
向
け
て
、
用
地
の
確
定
な
ど
を

進
め
て
い
き
ま
す 

　
同
市
道
は
、
昭
和
五
十
二
年
に

行
っ
た
浜
詰
川
災
害
復
旧
工
事
に

よ
る
河
川
の
付
け
替
え
な
ど
、
公

図
の
整
理
が
十
分
で
は
な
く
、
公

図
整
理
の
作
業
を
年
度
内
に
完
了

す
る
予
定
で
進
め
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
旧
町
の
と
き
に
地
主
立
会

い
の
も
と
、
杭
を
立
て
て
い
る
の

で
、
そ
れ
を
復
元
す
る
と
と
も
に
、

再
度
、
関
係
地
主
の
か
た
へ
の
確

認
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
、
道
路
改
良
に
必
要
な
用

地
を
確
定
し
、
次
年
度
以
降
の
改

良
工
事
に
つ
な
げ
て
い
く
予
定
と

し
て
お
り
、
目
に
見
え
る
か
た
ち

で
、
徐
々
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
と
思
い
ま
す
。 

▼
高
齢
化
対
策
と
公
共
交
通
（
バ

ス
）
路
線
の
増
設
に
つ
い
て 

　
地
域
に
若
者
が
少
な
く
、
年
々
、

高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
高
齢
者
の

か
た
が
買
い
物
や
病
院
な
ど
へ
行

く
た
め
に
は
、
公
共
交
通
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
現
在

も
バ
ス
は
走
っ
て
い
ま
す
が
、
本

数
や
時
間
帯
、
路
線
な
ど
限
ら
れ

て
お
り
、
病
院
へ
行
く
に
も
、
乗

り
換
え
が
必
要
で
あ
り
、
時
間
も

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
路
線
の
新
設
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
含
め
た
利
用
し
や
す
い
公
共
交

通
網
の
構
築
を
お
願
い
し
た
い
。 

▼
対
策
チ
ー
ム
の
立
ち
上
げ
と
と

も
に
、
便
利
な
公
共
交
通
網
の
構

築
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
ま
す 

　
本
市
は
面
積
が
広
く
、
高
齢
者

の
か
た
も
多
い
た
め
、
便
利
な
公

共
交
通
網
の
構
築
は
重
要
で
あ
り
、

京
都
府
や
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ

Ｔ
Ｒ
）
と
も
協
議
を
重
ね
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
バ
ス
に
つ
い
て
は
、

丹
後
海
陸
交
通
の
ご
協
力
の
も
と
、

平
成
十
八
年
十
月
か
ら
一
年
間
を

期
限
と
し
て
、
間
人
循
環
線
エ
リ

ア
内
で
、
乗
車
料
金
の
上
限
を
二

百
円
と
す
る
低
額
運
賃
バ
ス
の
実

証
運
行
を
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

通
院
・
通
学
を
は
じ
め
、
そ
の
ほ

か
の
福
祉
増
進
や
観
光
客
の
利
用

増
大
に
向
け
、
市
役
所
内
部
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、

市
内
全
域
の
公
共
交
通
路
線
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
調
査
研
究
や
企

画
立
案
、
施
策
形
成
を
進
め
て
い

ま
す
。
地
域
の
公
共
交
通
の
確
保

の
た
め
、
多
く
の
み
な
さ
ん
に
公

共
交
通
機
関
を
積
極
的
に
、
ご
利

用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

▼
売
れ
る
米
づ
く
り
に
向
け
た
取

り
組
み
支
援
に
つ
い
て 

　
丹
後
は
、
米
販
売
業
者
か
ら
食

味
の
よ
い
米
産
地
と
し
て
、
高
い

評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
特
に

五
十
河
地
区
は
、
ブ
ナ
林
か
ら
の

清
流
や
土
質
、
昼
夜
の
温
度
差
な

ど
、
米
づ
く
り
に
適
し
た
自
然
環

境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
他
府
県
の
米
産
地
で
は
、
特
別

な
価
格
で
米
の
取
り
引
き
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
農
家
自
身
の
米
づ
く

り
に
対
す
る
努
力
は
当
然
必
要
で

す
が
、
本
地
区
の
米
も
有
利
な
販

売
が
で
き
る
よ
う
、
売
れ
る
米
づ

く
り
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
指
導
・

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。 

▼
よ
い
品
質
の
米
づ
く
り
支
援
と

と
も
に
、
地
域
農
産
物
の
新
た
な

流
通
体
系
の
構
築
を
め
ざ
し
ま
す 

　
丹
後
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
平
成
十

五
年
、
十
六
年
に
は
、
全
国
食
味

ラ
ン
キ
ン
グ
で
最
高
位
「
特
Ａ
」

の
評
価
を
受
け
る
な
ど
、
お
い
し

さ
に
は
定
評
が
あ
り
、
関
係
機
関

と
協
力
し
て
、
積
極
的
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、
お
い
し
く
、
安
心
・

安
全
な
米
づ
く
り
を
、
今
後
も
市

を
あ
げ
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
取
り
組

み
の
継
続
に
よ
り
、
安
定
的
な
販

売
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

都
市
の
消
費
者
の
か
た
は
、
価

格
が
多
少
高
く
て
も
、
よ
い
品
質

の
も
の
を
安
定
的
に
購
入
で
き
る

こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
市
で
は
、
よ
い
品
質
の
も

の
を
さ
ら
に
生
産
拡
大
す
る
た
め

の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
農
家

の
み
な
さ
ん
に
安
心
し
て
米
づ
く

り
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
有

識
者
の
か
た
か
ら
ご
協
力
を
い
た

だ
く
な
ど
、
米
を
丹
後
ブ
ラ
ン
ド

の
ひ
と
つ
の
柱
と
し
て
位
置
付
け
、

流
通
体
系
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。 

▼
歴
史
文
化
遺
産
の
調
査
保
存
に

つ
い
て 

　
市
内
に
は
、
日
本
海
側
最
大
級

の
前
方
後
円
墳
「
網
野
銚
子
山
古

墳
」
を
は
じ
め
、
多
く
の
遺
跡
が

眠
っ
て
い
ま
す
。
弥
生
時
代
後
期

に
築
造
さ
れ
た
「
赤
坂
今
井
墳
丘

墓
」
は
、
国
内
最
大
級
の
墳
丘
や

中
心
主
体
部
を
有
し
、
類
例
の
な

い
副
葬
品
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
重
要
な
墳
丘
墓
の
今
後

の
調
査
や
保
存
に
つ
い
て
、
市
の

考
え
を
う
か
が
い
た
い
。 

▼
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
た
文

化
財
の
保
全
・
整
備
を
進
め
ま
す 

　
市
内
に
あ
る
多
く
の
遺
跡
は
、

市
の
大
切
な
財
産
で
あ
り
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
は
、
地
域
の
特
色

を
活
か
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自
然
環

境
や
す
ば
ら
し
い
景
観
と
な
ら
ん

で
、
歴
史
的
遺
産
な
ど
に
つ
い
て

も
し
っ
か
り
と
整
備
し
つ
つ
、
全

国
に
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
観
光
を
は

じ
め
、
交
流
人
口
の
増
大
や
地
域

墳丘法面の保全工事中の赤坂今井

墳丘墓 

市
政
懇
談
会 

市
政
懇
談
会 
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弥
栄
町

弥
栄
町 

市
政
懇
談
会

市
政
懇
談
会 

意
見
交
換

意
見
交
換 

弥
栄
町 

市
政
懇
談
会 

意
見
交
換 

11月１日 

丹
後
町

丹
後
町 

市
政
懇
談
会

市
政
懇
談
会 

意
見
交
換

意
見
交
換 

丹
後
町 

市
政
懇
談
会 

意
見
交
換 

11月21日 

久
美
浜
町

久
美
浜
町 

市
政
懇
談
会

市
政
懇
談
会 

意
見
交
換

意
見
交
換 

久
美
浜
町 

市
政
懇
談
会 

意
見
交
換 

11月22日 

う
ハ
ー
ド
事
業
に
つ
い
て
も
、
市

民
協
働
に
よ
る
事
業
実
施
を
推
進

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
住
民
が
協

働
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
、
地
域

を
守
り
、
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
感

じ
る
一
つ
の
方
法
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
あ
る
自
治
体
で
は
、
行
政

か
ら
の
機
械
借
り
上
げ
料
補
助
や

原
材
料
支
給
に
よ
り
、
で
き
る
限

り
住
民
が
協
働
で
村
づ
く
り
を
進

め
、
公
共
工
事
を
抑
制
し
、
福
祉

事
業
に
あ
て
る
取
り
組
み
を
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
毎
年
、
地
区
要
望
な
ど
を
市
民

局
へ
提
出
し
ま
す
が
、
す
べ
て
の

採
択
が
い
た
だ
け
な
い
た
め
、
自

分
た
ち
で
、
ハ
ー
ド
事
業
に
取
り

組
も
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
現
行
の
原
材
料
支
給
な
ど

の
予
算
を
拡
大
し
、
住
民
協
働
に

よ
る
村
づ
く
り
の
推
進
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
。 

▼
市
内
の
全
体
的
な
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
つ
つ
、
引
き
続
き
予
算
確

保
に
努
め
て
い
き
ま
す 

　
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
市
民
協
働
で
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
年
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
原
材

料
支
給
の
予
算
を
増
額
し
、
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。 

　
住
民
協
働
に
よ
る
ハ
ー
ド
事
業

へ
の
取
り
組
み
は
、
旧
町
に
よ
っ

て
、
進
ん
で
い
る
地
域
と
、
そ
う

で
は
な
い
地
域
が
あ
り
、
ま
た
地

域
に
よ
っ
て
は
、
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
の
提
供
が
困
難
な
状
況
が

あ
る
な
ど
、
市
内
の
各
地
域
の
足

並
み
を
そ
ろ
え
、
バ
ラ
ン
ス
を
図

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
早
急
に
は

難
し
い
で
す
が
、
今
後
と
も
、
予

算
確
保
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

▼
佐
野
地
区
の
水
洗
化
計
画
と
受

益
者
負
担
な
ど
に
対
す
る
支
援
策

に
つ
い
て 

　
早
期
に
事
業
効
果
を
あ
げ
る
た

め
、
供
用
開
始
後
は
全
戸
接
続
に

協
力
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
経
済
的
な
負

担
の
心
配
も
あ
り
、
標
準
的
な
宅

内
工
事
の
費
用
と
工
事
費
用
に
対

す
る
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
う
か

が
い
た
い
。 

　
ま
た
、
各
集
落
の
公
民
館
に
つ

い
て
も
、
早
期
接
続
を
進
め
な
く

て
は
な
ら
な
い
が
、
そ
の
際
の
分

担
金
や
負
担
軽
減
措
置
、
公
民
館

の
改
修
工
事
に
つ
い
て
の
補
助
金

な
ど
に
つ
い
て
も
う
か
が
い
た
い
。 

▼
全
国
の
取
り
組
み
を
参
考
に
「
市

上
下
水
道
事
業
審
議
会
」
で
、
審

議
、
検
討
し
て
い
き
ま
す 

　
宅
内
工
事
に
か
か
る
費
用
は
、

家
屋
の
大
き
さ
や
、
構
造
に
よ
っ

て
異
な
る
た
め
、
金
額
を
お
示
し

す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
受

益
者
分
担
金
の
軽
減
措
置
と
し
て
、

三
十
二
万
円
の
と
こ
ろ
を
供
用
開

始
後
一
年
以
内
に
水
洗
化
し
た
場

合
に
は
二
十
七
万
円
、
二
年
以
内

の
場
合
に
は
二
十
八
万
円
、
三
年

以
内
の
場
合
に
は
三
十
万
円
と
軽

減
し
て
お
り
、
早
期
に
接
続
し
て

い
た
だ
く
ほ
ど
、
負
担
を
少
な
く

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
工
事
費
用

に
対
す
る
補
助
金
制
度
に
つ
い
て

は
、
旧
町
の
と
き
に
は
、
利
子
補

給
や
融
資
制
度
が
あ
り
ま
し
た
が
、

現
在
、
市
の
補
助
金
制
度
は
設
け

て
い
ま
せ
ん
。
市
で
は
、
水
洗
化

推
進
の
た
め
、
今
後
、
市
上
下
水

道
事
業
審
議
会
に
お
い
て
、
旧
町

の
と
き
の
取
り
組
み
や
、
全
国
の

取
り
組
み
な
ど
を
調
査
し
、
水
洗

化
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。 

　
な
お
、
地
区
の
集
会
施
設
の
下

水
道
接
続
の
た
め
の
工
事
費
用
に

対
し
て
、
市
地
域
振
興
対
策
事
業

と
し
て
補
助
金
制
度
を
設
け
て
お

り
、
ま
た
分
担
金
に
つ
い
て
も
、

全
額
を
減
免
し
て
い
ま
す
。 

 

▼
府
道
「
野
中
丹
後
神
野
停
車
場

線
」
の
早
期
拡
幅
整
備
に
つ
い
て 

　
近
年
、
府
道
「
野
中
丹
後
神
野

停
車
場
線
」
で
は
、
た
ん
た
ん
ト

ン
ネ
ル
や
小
桑
バ
イ
パ
ス
な
ど
の

完
成
に
よ
り
、
交
通
が
便
利
と
な

り
、
観
光
バ
ス
な
ど
の
通
行
が
増

加
し
て
い
ま
す
。 

　
同
府
道
の
神
野
〜
野
中
間
は
、

佐
濃
小
学
校
の
通
学
路
に
も
な
っ

て
い
ま
す
が
、
幅
員
が
狭
く
、
歩

道
も
な
い
た
め
、
通
学
を
心
配
し

て
お
り
、
夏
休
み
前
に
は
、
丸
山

区
の
橋
付
近
で
車
同
士
の
接
触
事

故
が
あ
り
、
下
校
中
の
子
ど
も
た

ち
の
前
を
車
が
横
切
る
よ
う
な
状

態
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
、
早
急
な
歩
道
整
備

と
と
も
に
、
全
区
間
の
拡
幅
整
備

を
お
願
い
し
た
い
。 

▼
同
府
道
の
整
備
事
業
促
進
に
向

け
、
府
へ
引
き
続
き
実
行
あ
る
か

た
ち
で
要
望
し
て
い
き
ま
す 

　
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
内

か
ら
多
く
の
要
望
を
い
た
だ
い
て

お
り
、
市
内
全
体
の
道
路
整
備
を

効
果
的
に
促
進
す
る
た
め
、
た
え

ず
府
と
も
相
談
し
、
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
実
際
に

発
生
し
た
交
通
事
故
の
お
話
や
、

通
学
時
の
安
全
性
が
求
め
ら
れ
る

お
話
な
ど
、
重
要
な
要
素
の
あ
る

道
路
で
あ
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。 

　
同
府
道
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

大
井
〜
関
間
の
道
路
拡
幅
を
府
の

方
で
計
画
し
、
関
の
交
差
点
改
良

を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
井
ま
で
の
区
間
に
つ
い

て
は
、
道
路
改
良
計
画
に
基
づ
き
、

地
元
区
と
の
協
議
や
、
現
地
立
会

い
を
行
い
ま
し
た
。
府
か
ら
は
、

今
後
、
地
元
区
の
同
意
を
得
て
、

用
地
買
収
を
完
了
後
、
工
事
に
着

工
す
る
こ
と
と
な
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
久
美
浜
を
南
北
に
縦
断
す

る
重
要
な
路
線
で
あ
り
、
全
区
間

の
道
路
整
備
は
、
市
と
し
て
も
重

要
と
考
え
、
整
備
促
進
に
つ
い
て

強
力
に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

▼
保
育
所
再
編
等
推
進
計
画
の
進

め
方
に
つ
い
て 

　
市
内
各
地
で
保
育
所
の
再
編
が

提
起
さ
れ
、
平
成
十
八
年
三
月
に

は
、
再
編
予
定
の
あ
る
保
育
所
関

係
区
長
に
対
し
、「
保
育
所
再
編
等

推
進
計
画
（
案
）
」
の
説
明
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
十
月
三

日
に
開
催
さ
れ
た
「
健
康
と
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」
で
の
審

議
を
受
け
て
、
計
画
の
修
正
が
あ

り
、
弥
栄
町
の
将
来
的
な
保
育
所

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
、
検
討
、

修
正
さ
れ
た
と
う
か
が
い
ま
し
た

が
、
目
標
年
次
ま
で
に
地
元
の
同

意
が
な
け
れ
ば
、
保
育
所
の
統
廃

合
は
行
わ
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
判
断
の
時
期
に
つ
い
て
も
、

あ
わ
せ
て
う
か
が
い
た
い
。 

▼
計
画
の
具
体
的
な
検
討
に
あ
た

っ
て
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の

十
分
な
話
し
合
い
を
基
本
に
進
め

て
い
き
ま
す 

　
検
討
の
進
め
方
と
し
て
は
、
地

域
の
み
な
さ
ん
や
保
護
者
の
み
な

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
な
が
ら
進
め

る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
民
局
を
中
心
に
「
共

に
考
え
る
場
」
を
つ
く
り
な
が
ら

進
め
る
方
法
の
検
討
を
始
め
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
地
元
意
向
と
の
調
整
に
あ
た
っ

て
は
、
同
意
は
不
可
欠
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
努
力
を
続
け
る
こ
と

と
し
、
目
標
年
次
に
つ
い
て
も
、

計
画
に
掲
げ
た
年
度
を
め
ざ
し
て
、

ご
理
解
が
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
く

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
調
整
し
つ

つ
、「
保
育
所
再
編
等
推
進
計
画
」

に
つ
い
て
、
十
分
な
説
明
を
行
い
、

ご
理
解
が
い
た
だ
け
る
よ
う
丁
寧

か
つ
真
摯
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

▼
市
独
自
の
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

の
実
施
に
つ
い
て 

　
近
年
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作

物
へ
の
被
害
が
増
化
し
、
防
除
対

策
と
し
て
、
電
気
柵
の
設
置
に
対

す
る
補
助
事
業
を
市
か
ら
実
施
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
現
在
、

府
事
業
に
該
当
す
る
地
区
要
望
の

み
を
補
助
対
象
と
し
て
事
業
採
択

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
要
望

箇
所
が
た
い
へ
ん
多
く
、
地
元
の

希
望
に
十
分
に
応
え
て
い
た
だ
け

て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
市
独
自
の
施
策
と
し

て
、
府
事
業
か
ら
外
れ
た
防
除
柵

の
設
置
に
対
す
る
補
助
を
実
施
し
、

よ
り
多
く
の
農
業
団
体
の
要
望
に

応
え
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
捕

獲
檻
設
置
に
つ
い
て
も
、
推
進
し

て
い
た
だ
き
た
い
。 

▼
補
助
率
の
見
直
し
や
市
独
自
事

業
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す 

　
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
、

市
全
域
に
わ
た
っ
て
増
加
し
て
い

る
中
で
、
有
効
か
つ
抜
本
的
な
対

策
の
な
い
状
態
で
す
が
、
市
と
し

て
、
で
き
る
限
り
の
対
策
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
鳥
獣

被
害
に
対
し
て
は
、
捕
獲
と
防
除

の
方
法
が
あ
り
、
防
除
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
府
の
支
援
を
受
け

つ
つ
、
積
極
的
に
取
り
組
み
、
平

成
十
八
年
度
に
は
、
市
内
全
域
で

八
十
四
か
所
、
総
延
長
六
三
㌔
メ

ー
ト
ル
の
防
除
柵
に
対
し
て
補
助

し
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
多
く
の

要
望
に
応
え
る
た
め
、
今
後
、
補

助
率
の
見
直
し
や
市
独
自
の
事
業

を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
方
策
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
捕
獲
檻
設
置
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
管
理
を
依
頼
し
て
い

る
猟
友
会
と
協
議
・
検
討
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

▼
住
民
参
加
型
の
市
公
募
債
の
発

行
に
つ
い
て 

　
地
方
自
治
体
に
よ
る
地
方
債
の

発
行
は
、
議
会
の
承
認
が
あ
れ
ば
、

発
行
で
き
る
よ
う
に
聞
い
て
い
ま

す
。
京
都
府
内
で
は
、
京
都
府
を

は
じ
め
城
陽
市
、
綾
部
市
な
ど
が

住
民
参
加
型
の
公
募
債
を
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
市
財
政
の
厳
し
い
中
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
行
政

と
市
民
が
知
恵
を
出
し
あ
い
、
市

民
本
意
の
行
財
政
改
革
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
郷
土
の
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
し
、
市
の
財
政
を
知
る
一
つ

の
機
会
と
な
る
と
思
う
の
で
、
住

民
参
加
型
の
公
募
債
発
行
に
つ
い

て
、
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

▼
市
政
へ
の
市
民
参
加
を
推
進
す

る
た
め
、「
ミ
ニ
公
募
債
」
の
発
行

を
検
討
し
ま
す 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
市
政
へ
の

参
加
意
識
や
事
業
に
対
し
て
主
体

的
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

と
て
も
重
要
で
あ
り
、
財
政
の
健

全
化
を
図
る
上
で
も
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
市
役
所
に
お
い
て

も
、
住
民
を
向
い
て
施
策
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
平
成
十

九
年
度
予
算
編
成
方
針
で
、
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、「
住
民
参
加
型
ミ
ニ
公
募
債
」

の
発
行
を
検
討
し
、
市
民
参
加
を

一
層
推
進
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し

て
い
ま
す
。
ミ
ニ
公
募
債
を
市
民

参
加
の
有
効
な
手
段
と
す
る
た
め
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
事
業
に
活

用
す
る
の
か
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

▼
原
材
料
支
給
に
重
点
を
置
い
た

協
働
作
業
に
よ
る
村
づ
く
り
推
進

に
つ
い
て 

　
市
で
は
、「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

生
活
環
境
を
整
備
す
る
た
め
の
道

路
・
水
路
の
維
持
管
理
な
ど
を
行 

早期拡幅改修の求められる府道「野

中丹後神野停車場線」 

市
政
懇
談
会 

市
政
懇
談
会 

収
穫
前
に
、
い
の
し
し
に
よ
る
倒
伏

被
害
を
受
け
た
水
田 
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神野小学校ＰＴＡ「平成18年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰」を受賞 神野小学校ＰＴＡ「平成18年度優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰」を受賞

　
元
小
学
校
長
の
故
清
水
満
さ
ん
（
大
宮
町
周
枳
）
が

「
正
七
位
瑞
宝
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

　
清
水
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
の
網
野
小
学
校

を
振
り
出
し
に
、
約
三
十
二
年
間
の
永
き
に
わ
た
り
、

教
育
現
場
に
お
い
て
優
れ
た
教
育
実
践
を
積
ま
れ
、
大

き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
こ
の
間
、
京
都
府
丹
後
教
育
局
を
は
じ
め
峰

山
町
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
社
会
教
育
主
事
と
し

て
社
会
教
育
の
発
展
に
卓
越
し
た
指
導
力
を
発
揮
さ
れ
、

そ
の
行
政
職
と
し
て
の
経
験
と
実
践
を
活
か
し
、
そ
の

後
の
学
校
教
育
現
場
に
お
い
て
大
い
に
手
腕
を
発
揮
さ

れ
ま
し
た
。 

　
特
に
、
平
成
十
四
年
か
ら
は
小
学
校
長
と
し
て
、
少

人
数
指
導
の
中
で
大
い
に
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
体
育
指
導
を
通
し
て
小
・
中
学
校
の
連
携
に
取
り

組
ま
れ
る
な
ど
、
学
力
・
体
力
両
面
か
ら
の
充
実
に
ご

尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
社
会
教
育
主
事
と

し
て
の
経
験
と
と
も
に
、
持
ち
前
の
快
活
な
人
柄
や
広

範
な
人
脈
を
最
大
限
に
活
か
さ
れ
、
母
親
委
員
会
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
を
は
じ
め
、
教
育
講
演
会
、
学
校
遊
具

親
子
整
備
事
業
、
各
学
年
親
子
行
事
な
ど
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
活
性
化
に
も
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
、
そ
の

功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

元
小
学
校
長
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︶
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︶
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光
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光
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︶
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宮
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︶
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七
位
瑞
宝
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光
章
を
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正
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位
瑞
宝
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光
章
を
受
章

元
小
学
校
長

　
故
清
水
満
さ
ん
︵
大
宮
町
周
枳
︶

　
　
　
正
七
位
瑞
宝
単
光
章
を
受
章

　
神
野
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
大
島
俊
之
会
長
・
七
十

五
人
）
が
、
地
域
と
連
携
し
た
き
め
細
や
か
な
活

動
が
高
く
評
価
さ
れ
「
平
成
十
八
年
度
優
良
Ｐ
Ｔ

Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
・

発
達
す
る
こ
と
を
願
い
「
地
域
で
地
域
の
子
ど
も

た
ち
を
育
て
る
」
を
合
言
葉
に
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

公
民
館
が
一
体
と
な
り
、
地
域
の
よ
さ
を
活
か
し

た
農
作
業
体
験
や
海
遊
び
な
ど
、
地
域
の
児
童
だ

れ
で
も
参
加
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
う
「
神

野
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
の
運
営
に
協
力
し
、
毎
週

土
曜
日
に
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
事
件
や
事
故
な
ど
か
ら
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
区

長
会
・
駐
在
所
・
各
種
団
体
が
協
力
し
て
「
神
野

っ
子
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
発
足
。
子

ど
も
の
安
全
確
保
に
対
す
る
協
力
チ
ラ
シ
を
校
区

全
戸
へ
配
布
さ
れ
る
と
と
も
に
、
児
童
作
成
の
シ

ン
ボ
ル
マ
ー
ク
や
自
治
会
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
・

ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成
な
ど
の
取
り
組
み
を
展
開
さ

れ
る
な
ど
、
常
に
地
域
と
連
携
を
密
に
し
た
活
動

を
積
極
的
に
進
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
が

顕
著
で
あ
り
受
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
大
島
会
長
は「
今

年
度
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
ま
で
か
ら
の

地
域
あ
げ
て
の
取

り
組
み
を
高
く
評

価
い
た
だ
き
、
神

野
地
区
全
体
が
受

賞
し
た
も
の
と
し

て
、
た
い
へ
ん
光

栄
で
す
」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

「
神
野
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」

で
の
通
学
合
宿 

故清水　満さん 

　
小
野
甚
一
さ
ん
（
峰
山
町
杉
谷
）
は
、
日
本
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
中
第
二
団
の
指
導
者
・
役
員
と
し
て
、
ま
た

日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
京
都
連
盟
の
地
区
役
員
・
理
事

と
し
て
、
多
く
の
青
少
年
を
指
導
育
成
さ
れ
る
な
ど
、

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
運
動
を
通
し
て
、
青
少
年
の
健
全
育

成
に
多
大
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
久
美
浜
高
等
学
校
野
球
部
の
小
坂
一
文
さ
ん
・
田
家

源
也
さ
ん
・
田
中
健
太
さ
ん
・

松
田
弘
晃
さ
ん
の
四
人
は
、

部
活
動
が
終
わ
り
帰
宅
途
中
、

水
路
に
落
ち
骨
折
さ
れ
身

動
き
の
と
れ
な
い
高
齢
者

の
か
た
を
発
見
し
、
力
を

あ
わ
せ
て
救
出
さ
れ
た
行

動
が
、
青
少
年
の
模
範
と

し
て
高
く
評
価
さ
れ
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。 

平成18年度京都府青少年健全育成功労者等知事表彰を受賞平成18年度京都府青少年健全育成功労者等知事表彰を受賞
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中
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太
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松
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久
美
浜
高
等
学
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部

　
小
坂
一
文
さ
ん
・
田
家
源
也
さ
ん

　
田
中
健
太
さ
ん
・
松
田
弘
晃
さ
ん

　
隅
倉
良
雄
さ
ん
（
峰
山
町
長
岡
）
は
、
峰
山
町
長
岡

緑
の
少
年
団
の
結
成
時
か
ら
団
長
と
し
て
、「
緑
の
募
金
」

活
動
や
植
樹
活
動
、
野
外

活
動
、
河
川
の
美
化
・
緑

化
、
水
質
調
査
活
動
な
ど

の
中
心
的
役
割
を
担
い
、

同
活
動
を
通
し
て
、
青
少

年
の
健
全
に
ご
尽
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。 

田中健太さん・小坂一文さん・松田

弘晃さん・田家源也さん（左から） 

小野甚一さん（右） 

隅倉良雄さん（左） 

ま
ち
づ
く
り 

表

　

　

彰 

～市民による市民のためのまちづくりをめざして～ 

「京丹後市まちづくり基本条例の制定をすすめる会」便り「京丹後市まちづくり基本条例の制定をすすめる会」便り 《第４号》 「京丹後市まちづくり基本条例の制定をすすめる会」便り 
～市民による市民のためのまちづくりをめざして～ 

専
門
の
大
学
教
授
か
ら
助
言

専
門
の
大
学
教
授
か
ら
助
言 

各
種
団
体
か
ら
貴
重
な
意
見

各
種
団
体
か
ら
貴
重
な
意
見 

各
種
団
体
か
ら
貴
重
な
意
見 

条
例
制
定
に
向
け
て 

専
門
の
大
学
教
授
か
ら
助
言 

矢田公民館 

竣工式には、多くの区民のかたが参

加され、待望の完成を祝いました 

　
峰
山
町
の
矢
田
地
区

で
、
地
域
活
動
の
拠
点

で
あ
る
と
と
も
に
、
災

害
時
の
避
難
場
所
な
ど

の
機
能
を
あ
わ
せ
も
つ

新
た
な
「
公
民
館
」
が

こ
の
た
び
完
成
し
、
十

二
月
十
日
に
「
竣
工
記

念
式
典
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
旧
矢
田
公
民
館
は
、
手
狭
な
う
え
、
築
百
年
程
度
（
昭
和

三
十
二
年
に
移
設
）
が
経
過
し
老
朽
化
が
激
し
く
安
全
性
に

も
問
題
が
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
時
の
避
難
場
所
に
指
定
さ

れ
な
が
ら
豪
雨
時
に
は
地
区
内
で
一
番
早
く
浸
水
す
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
新
た
な
施
設
整
備
が
強

く
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
今
回
完
成
し
た
公
民
館
は
、
木
造
瓦
葺
き
一
部
二
階
建
て

で
、
延
べ
床
面
積
は
二
四
八
・
三
八
平
方
メ
ー
ト
ル
。
「
和

（
な
ご
み
）
」
の
間
・
「
集
（
つ
ど
い
）
」
の
間
と
名
づ
け
ら

れ
た
二
間
続
き
の
和
室
を
は
じ
め
、
料
理
・
実
習
場
「
膳
（
ぜ

ん
）」
や
会
議
・
研
修
室
「
杣
（
そ
ま
）」
な
ど
を
完
備
さ
れ
、

ま
た
高
齢
者
の
か
た
や
身
障
者
の
か

た
向
け
の
ト
イ
レ
や
ス
ロ
ー
プ
、
手

す
り
も
多
く
取
り
付
け
ら
れ
、
利
用

者
の
立
場
に
立
っ
た
や
さ
し
さ
あ
ふ

れ
る
つ
く
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
山
本
憲
男
区
長
は
「
永
年
の
区
民

の
願
い
で
あ
り
、
た
い
へ
ん
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。
福
祉
活
動
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
公
民
館
活
動
で
大
い
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
完
成

の
喜
び
を
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

“集い・ふれあい・学ぶ”地域活動の拠点を整備

    

　
「
京
丹
後
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制
定

を
す
す
め
る
会
」
は
、
十
一
月
二
十
八
日
に
市

役
所
会
議
室
で
、
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
市

連
合
婦
人
会
、
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
、
市
文
化
団

体
連
絡
協
議
会
、
丹
後
観
光
協
会
連
絡
協
議
会
、

市
体
育
協
会
の
代
表
の
か
た
と
、
ま
ち
づ
く
り

や
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
関
し
て
の
懇
談
会

を
行
い
ま
し
た
。 

　
懇
談
会
で
は
、
「
住
民
が
ま
ち
づ
く
り
の
意

識
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
う
な
る
た

め
に
は
ど
う
す
る
か
を
み
ん
な
で
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
」、「
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
こ
と

で
、
ま
ち
づ
く
り
が
よ
い
方
向
に
進
む
よ
う
な

条
例
に
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
貴
重
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
す
す
め
る
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ご
意
見
を

大
切
に
し
て
、
今
後
も
で
き
る
限
り
多
く
の
市

民
の
み
な
さ
ん
と
の
懇
談
な
ど
に
よ
っ
て
、
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
が
よ
り
多
く
の
市
民
の
み

な
さ
ん
の
理
解
を
得
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

   

　
十
二
月
二
十
三
日
の
す
す
め
る
会
の
全
体
会

議
に
、
同
志
社
大
学
大
学
院
総
合
政
策
科
学
研

究
科
の
新
川
達
郎
教
授
を
お
迎
え
し
、
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て

い
く
う
え
で
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
ど
の

よ
う
に
つ
く
っ
て
い
く
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、

主
に
次
の
点
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

◆
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
は
、
将
来
に
向
け
て

ど
の
よ
う
な
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
の
か
、

そ
れ
を
導
く
よ
う
な
条
例
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
る
。 

◆
地
方
自
治
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
中
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
ご
と
の
自
治
の
あ
り
方
を
自

分
た
ち
で
も
う
一
度
考
え
て
い
く
こ
と
は
重

要
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
理
念
や
ル
ー
ル
を

高
々
に
宣
言
す
る
意
味
は
深
い
。 

◆
こ
の
条
例
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
は
、
住
民

参
加
が
大
前
提
で
あ
る
と
と
も
に
、
で
き
る

限
り
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
こ
の
条
例

に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

  

　
ま
た
、
す
す
め
る
会
で
検
討
し
て
い
る
ま
ち

づ
く
り
基
本
条
例
に
盛
り
込
む
べ
き
項
目
の
素

案
に
つ
い
て
、
京
丹
後
ら
し
さ
を
ど
の
よ
う
に

反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
と
い
う
大
き
な
論
点
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
細
か
な
部
分
で
も
的
確

で
て
い
ね
い
な
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
す
す
め
る
会
で
は
、
今
回
の
新
川
教
授
の
説

明
で
、
こ
の
条
例
に
関
す
る
理
解
を
さ
ら
に
深

め
る
と
と
も

に
、
助
言
を

参
考
に
し
て
、

条
例
制
定
に

向
け
て
、
よ

り
一
層
が
ん

ば
っ
て
い
く

こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。 

同志社大学大学院総合政策科学研究科 

　　　　新川達郎教授（中央）が助言 

平成19年2月 平成19年2月 広報きょうたんご広報きょうたんご

15 14



伝えよう　京丹後の歴史と文化 

　　　京丹後市まるごと歴史と文化の博物館 

伝えよう　京丹後の歴史と文化 

　　　京丹後市まるごと歴史と文化の博物館 
文
化
財
の
有
効
な
保
存
・
活
用
を
め
ざ
し

文
化
財
の
有
効
な
保
存
・
活
用
を
め
ざ
し

　
﹁
京
丹
後
市
文
化
財
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂

　
﹁
京
丹
後
市
文
化
財
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
を
策
定

を
策
定

文
化
財
の
有
効
な
保
存
・
活
用
を
め
ざ
し

　
﹁
京
丹
後
市
文
化
財
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
﹂
を
策
定

　
京
丹
後
市
は
、
豊
か
な
自
然
を
は
じ
め
、
自
然
環
境
や
地
理
的
環
境
と

の
深
い
関
係
に
よ
り
形
づ
け
ら
れ
た
、
優
れ
た
歴
史
と
文
化
を
有
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
自
然
お
よ
び
歴
史
的
文
化
遺
産
を
後
世
へ
望
ま
し
い
形

で
守
り
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
京
丹
後
市
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
市
で
は
、
誇
る
べ
き
歴
史
を
掘
り
起

こ
し
、
文
化
財
の
総
合
的
な
保
存
と
活
用
を
図
る
方
針
を
示
す
「
京
丹
後

市
文
化
財
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
こ
の
た
び
策
定
し
ま
し
た
。 

函石浜遺跡 
 
網野銚子山古墳 
 
赤坂今井墳丘墓 
 

湧田山古墳群 

 
郷村断層 

 

湯舟坂２号墳 

 

高山12号墳 

復元岡１号墳 
離湖古墳 

浜詰遺跡 
 
大成古墳群 

遠處遺跡群 
鍛冶工房跡 

産土山古墳 

扇谷遺跡 
途中ヶ丘遺跡 
奈具岡遺跡 

大田南５号墳 
 
琴引浜 
 

神明山古墳 
 
 
新戸古墳 
 
片山古墳 

大宮賣神社境内 
 
黒部銚子山古墳 

生きた防災教育の教材として活用するため、「樋口断層」では既存保護覆屋と断層露出展示施設の保
守をはじめ、解説施設などを充実。「生野内断層」では、断層の保護覆屋へ至る進入路の整備とそれ
に伴うサインなどを充実 
周辺にある古墳群の分布調査などの基礎調査や近隣の見学箇所の掘り起こし、周辺の完存古墳の整
備を行い誘客を促す。また、将来的には駐車場やトイレなどの便益施設、出土遺物の実物またはレ
プリカの展示施設の整備を検討 
将来的には、アクセス道路と案内標識、駐車場などの便益施設整備を図るため、用地の公有化を順
次行う 
説明板、案内標識など、生きた教材としての整備を図る 
案内板や道標などの整備とともに、周辺の眺望を確保し、見て体感できる環境づくりを図る 
案内標識などの整備とともに、周辺旅館と連携を図りながら復元された竪穴住宅を活かしたイベン
トを実施 
石室石材の崩壊や破損などを調査し、適切な遺構の保存方法や周辺遺跡も含めた活用方法を検討。
老朽化した説明板の改修も図る 
遺構の顕在化を図るとともに、体験学習などのイベントの開催を検討。また、近隣の丹後あじわい
の郷との連携を図る 
出土品のレプリカを作成するなど、遺跡価値の周知方法を検討。古墳および周辺の公有化を行い、
駐車場などの整備を図る 
地山崩壊部は早急に補修などの対応策を講じ、用地の公有化を進めて遺構の顕在化を図る 
可能な限り遺構の顕在化を図るとともに、名称板や説明板を充実 
アクセス道路や道標、解説板などの整備を進め、出土遺物は資料館などで公開展示する 
京丹後市、京都府、国の史跡に指定し遺構の保存を図り、遺跡地の公有化を検討するなど計画的に
保存する。アクセス道路や見学用園路の整備、説明板などの充実を図る 
鳴き砂保護のボランティア団体や環境保護団体などと連携を図り、鳴き砂保護と普及活動を行って
いくための「鳴き砂保護連絡協議会」などの組織化を図る 
遺構の整備に向けた基礎調査を実施。墳丘の形態をわかりやすくするとともに、神社の裏山の一部
としてふさわしい植生の適正化を図る。近隣の産土山古墳や古代丹後の里資料館などとのネットワ
ークを図る 
遺構の保護と安全確保のため、早急に古墳南側崖の崩落防止対策および石室崩落防止対策を行う。
保存活用のための各種調査を実施するとともに、アクセス道路や見学用園路の整備、また説明板な
ど学習施設の設置を行う 
説明板や道標の整備を行うとともに、近隣の神明山古墳や産土山古墳とのネットワークを図る 
景観などに配慮した説明板などの整備を図る。必要に応じて各種調査を行い、結果によっては史跡
の追加指定や用地の公有化を検討する 
必要に応じて発掘調査や測量を行い、結果によっては史跡の追加指定や用地の公有化を行う。適所
に駐車場やトイレなどの便益施設の設置を検討する 

各種調査を体系的かつ継続的に実施し、遺跡の解明を行う。遺跡の浸食策を講じるとともに、海浜
植物などの調査を行い、保全また景観の維持を図る 
「銚子山古墳整備基本計画」を踏まえ整備を進めるため、各種調査を実施し、得られた知見をもと
に必要箇所における史跡の追加指定や見学施設の整備を行う 
国や京都府の史跡に指定するなど遺跡の保存を図る。当面は遺構の保護を目的とした仮整備を実施。
将来的には周辺関連地の公有化を図るなど、適切な整備手法を検討したうえ整備を行う 
前方部の崩壊が懸念され、保全対策を検討。発掘調査を実施し、結果によっては史跡の追加や用地
の公有化を図り、遺構の保存を図る。適切な処置を行い墳丘の保全を図るとともに、アクセス道路
や説明板などを設置する 

早急整備対象 

重点整備対象 

  

　
同
プ
ラ
ン
の
計
画
年
度
は
、
当
面

は
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十
七

年
度
ま
で
の
十
年
間
と
し
、
事
業
の

内
容
や
場
所
な
ど
は
適
時
決
め
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
事
業
の

進
捗
状
況
な
ど
を
考
慮
し
、
随
時
事

業
内
容
を
見
直
し
て
い
く
こ
と
と
と

し
て
い
ま
す
。 

 

　 　
文
化
財
は
、
市
に
と
っ
て
貴
重
な

財
産
で
す
が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
を
同

等
に
整
備
と
活
用
を
図
る
こ
と
は
非

常
に
困
難
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

中
で
も
学
術
的
視
点
、
市
を
代
表
す

る
文
化
財
と
い
う
観
点
な
ど
か
ら
、

本
プ
ラ
ン
で
は
特
に
重
要
と
考
え
ら

れ
る
国
指
定
史
跡
（
函
石
浜
遺
跡
・

網
野
銚
子
山
古
墳
・
産
土
山
古
墳
・

神
明
山
古
墳
）
を
は
じ
め
と
し
た
、

二
十
三
か
所
の
史
跡
・
遺
跡
、
天
然

記
念
物
（
断
層
・
鳴
き
砂
な
ど
）
を

重
点
整
備
の
対
象
と
し
て
、
そ
の
保

存
と
整
備
・
活
用
の
方
向
性
を
示
し

て
い
ま
す
。 

 

　 　
ま
た
、
重
点
整
備
対
象
の
う
ち
、

市
の
歴
史
と
文
化
を
考
え
る
う
え
で

も
重
要
で
あ
り
、
ま
た
市
の
象
徴
的

文
化
財
と
言
え
る
、
函
石
浜
遺
跡
・

網
野
銚
子
山
古
墳
・
赤
坂
今
井
墳
丘
墓
・

湧
田
山
古
墳
群
に
つ
い
て
は
早
期
に

可
能
な
限
り
の
整
備
が
望
ま
れ
る
こ

と
か
ら
早
期
整
備
対
象
と
し
て
い
ま
す
。 
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針
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史
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化
の
博
物
館 

テ
ー
マ 

　
伝
え
よ
う 

　
　
　
京
丹
後
の
歴
史
と
文
化 

　
京
丹
後
市
ま
る
ご
と 

　
　
　
歴
史
と
文
化
の
博
物
館 

重
点
整
備
対
象

重
点
整
備
対
象 

重
点
整
備
対
象 

早
期
整
備
対
象

早
期
整
備
対
象 

早
期
整
備
対
象 

　
市
内
の
遺
跡
か
ら
は
、
「
王
莽
」（
お

う
も
う
）
の
貨
幣
「
貨
泉
」（
か
せ
ん
）

や
「
青
龍
三
年
」
銘
・
方
格
規
矩
四

神
鏡
な
ど
数
多
く
の
遺
物
が
出
土
し
、

さ
ら
に
日
本
海
沿
岸
最
大
級
の
前
方

後
円
墳
で
あ
る
網
野
銚
子
山
古
墳
、

神
明
山
（
し
ん
め
い
や
ま
）
古
墳
を

は
じ
め
、
函
石
浜
遺
跡
、
産
土
山
（
う

ぶ
す
な
や
ま
）
古
墳
な
ど
の
国
指
定

史
跡
や
、
世
界
で
も
二
例
と
い
う
「
漢

青
（
ハ
ン
・
ブ
ル
ー
）
」
の
ガ
ラ
ス
管

玉
が
出
土
し
た
赤
坂
今
井
墳
丘
墓
が

存
在
す
る
な
ど
、
一
千
二
百
の
古
墳
群
、

山
城
や
集
落
も
含
め
六
千
か
所
と
も

言
わ
れ
る
膨
大
な
遺
跡
が
存
在
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
本
市
の
ま
ち
づ
く

り
と
連
動
し
、
重
要
か
つ
特
色
的
な

史
跡
の
整
備
・
活
用
を
図
る
た
め
、

平
成
十
七
年
一
月
に
「
京
丹

後
市
史
跡
整
備
検
討
委
員
会
」

（
小
野
山
節
委
員
長
）
を
立
ち

上
げ
、
慎
重
に
審
議
い
た
だ
き
、

答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
そ
の
答
申
に
基
づ

き
「
京
丹
後
市
文
化
財
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
策
定
。
今
後
、

同
プ
ラ
ン
を
基
に
、具
体
的
な

事
業
に
取
り
組
み
、先
人
が
残

し
て
く
れ
た
丹
後
の
歴
史
遺

産
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。 

　
同
プ
ラ
ン
で
は
、
「
伝
え
よ
う
『
京

丹
後
の
歴
史
と
文
化
』
京
丹
後
市
ま

る
ご
と
歴
史
と
文
化
の
博
物
館
」
を

テ
ー
マ
に
、
史
跡
な
ど
を
中
心
に
据
え
、

こ
れ
ら
と
融
合
し
た
京
丹
後
市
固
有

の
歴
史
、
風
土
、
風
俗
、
景
観
な
ど

を
一
体
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
、
人

の
ふ
れ
あ
い
、
交
流
を
通
じ
て
京
丹

後
市
の
歴
史
と
文
化
が
偲
ば
れ
る
、

京
丹
後
市
全
体
が
生
き
て
い
る
大
き

な
博
物
館
と
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
ま
す
。 

  

　
市
内
に
点
在
す
る
文
化
財
を
次
の

三
つ
の
視
点
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

を
図
り
、
活
用
の
相
乗
効
果
を
進
め

ま
す
。 

■
人
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　
郷
土
の
文
化
財
を
介
し
、
地
域
の

活
動
団
体
な
ど
の
要
求
を
取
り
入
れ

た
人
の
和
、
人
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く

り
を
図
り
ま
す
。 

■
道
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　
文
化
財
の
拠
点
を
め
ざ
す
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ル
ー
ト
を
設
定
し
ま
す
。 

■
情
報
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

　
市
内
の
資
料
館
施
設
な
ど
と
、
家
庭
・

学
校
施
設
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

に
よ
り
連
結
さ
せ
、
情
報
の
提
供
を

図
り
ま
す
。 

   

■
市
内
の
文
化
財
を 

　
知
っ
て
も
ら
う
取
り
組
み
の
推
進 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
に
、
文
化
財
へ

の
理
解
や
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い

た
だ
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
媒

体
を
活
用
し
、
文
化
財
保
護
や
整
備
・

活
用
に
関
す
る
周
知
、
普
及
活
動
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

■
資
料
館
の
充
実 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
「
京

丹
後
市
歴
史
文
化
バ
ー
チ
ャ
ル
（
仮
想
）

博
物
館
（
仮
称
）
」
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
を
は
じ
め
、
現
在
の
資
料
館
の
展

示
内
容
の
体
系
化
、
整
理
充
実
を
図

り
ま
す
。 

■
市
民
協
働
に
よ
る 

　
　
文
化
財
保
護
の
仕
組
み
づ
く
り 

　
文
化
財
保
護
を
推
進
す
る
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
と
も
に
、

文
化
財
の
調
査
か
ら
整
備
・
活
用
を

行
う
た
め
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の

協
働
体
制
の
構
築
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。 

■
市
の
歴
史
を
解
明
す
る
た
め
の 

　
　
　
　
　
　
文
化
財
調
査
の
実
施 

　
基
本
的
調
査
を
充
実
さ
せ
、
市
史

編
さ
ん
事
業
と
連
動
し
た
総
合
的
文

化
財
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

 

事
業
期
間

事
業
期
間 

事
業
期
間 

（順不同） 

（順不同） 

引野教育長（左）に答申書を手渡される「京

丹後市史跡整備検討委員会」の小野山節

委員長（中央）と森四郎副委員長（右） 

文
化
財
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

文
化
財
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 
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　21世紀の本格的な高齢化社会をだれもが健やか

で心豊かに生活できる活力ある社会とするために

「健康増進法」が制定され、全国の自治体におい

ては健康づくりのための「地方計画」をつくるこ

ととなりました。 

　京丹後市においても、住民のみなさん一人ひと

りが幸せな人生を実感できる健康づくりを実現し

ていただくために、各種健康づくり事業の充実や

環境整備などを盛り込んだ「健康増進計画」を策

定することとしており、その一環として、平成17

年12月に健康に関するアンケート調査を実施しま

した。 

　今回は「歯の健康」についての設問の中から概

要をご紹介します。 

　「歯ブラシ以外に使用している清掃用具

がありますか」と尋ねたところ、「特に使っ

ていない」が55.2％と群を抜いて高く、次

いで「歯間ブラシ」が19.2％となっています。

　「歯ブラシ以外に使用している清掃用具がありますか」という問いを男性の年代別でみますと、「特に使って

いない」という回答は、どの年代においても５割以上と高くなっており、特に20歳代、30歳代でそれぞれ77.4

％、75.7％と７割以上となっています。 

　また、女性の年代別でみると、「特に使っていない」という回答はどの年代においても高くなっており、特に

20歳代で69.5％と６割以上となっています。 

　「歯に不都合がなくても、定期的にかかりつけの歯科医院で歯の定

期健診を受けていますか」という問いを男性の年代別でみますと、「は

い」という回答は、30歳代で11.4％と高くなっています。一方、「い

いえ」という回答はどの年代においても７割以上と高くなっています。

また、女性の年代別でみると、「はい」という回答は40歳代で13.8％

と高くなっています。一方、「いいえ」という回答はどの年代におい

ても７割以上と高くなっています。

　「歯に不都合がなくても、定期的にかかりつけの歯科

医院で歯の定期健診を受けていますか」と尋ねたところ、

「はい」の9.1％に対して、「いいえ」が84.6％と高く、

８割以上のかたが歯の定期健診を受けていないことがう

かがえます。 

※このアンケート調査のすべての設問については、市のホームページ「健康ステーション」に「京

丹後市健康増進計画アンケート調査の結果概要」として掲載していますのでご覧ください。 

健康増進計画アンケート調査 
結果の概要　⑥ 

健康増進計画アンケート調査 
結果の概要　⑥ 

■対象者および抽出方法 

　　市内に在住の成人男女　3,000人（無作為抽出） 

■調査期間　平成17年12月１日～12月15日 

■調査方法　郵送による配布・回収 

■回収結果　1,738人／3,000人 

■回 収 率　57.9％ 

Ｑ　現在、あなたの歯は何本ありますか（差し歯も自分の歯として考えます。大人の歯は全部で28～32本あります） 

Ｑ　歯ブラシ以外に使用している清掃用具がありますか（複数回答） 

Ｑ　歯に不都合がなくても、定期的にかかりつけの歯科医院で歯の定期健診を受けていますか 

　下の歯の本数をみると、上の歯と同様に「10

～14本」が46.9％と最も高くなっています。 

　上の歯の本数をみると、「10～14本」が46.5

％と最も高くなっています。 

　上下の歯の本数を男性の年代別でみますと、「28本

以上」という回答は、20歳代、30歳代、40歳代で５

割以上と高く、「20～27本」という回答は50歳代、60

歳代で高く、「０～９本」という回答は、70歳以上で

高くなっています。 

　また、女性の年代別でみますと、「28本以上」とい

う回答は、20歳代、30歳代、40歳代で５割以上と高く、

「20～27本」という回答は、50歳代、60歳代で高く、

「10～19本」という回答は、70歳以上で高くなってい

ます。 

　80歳（75～84歳）で20本以上、60歳（55～64歳）で24本以上自分の歯を有するかたの割合をみますと、

全国の実績値（平成５年歯科疾患実態調査）では「80歳で20本以上」が11.5％、「60歳で24本以上」が

44.1％であるのに対し、京丹後市では25.1％、49.4％と、両年代ともに高くなっています。 

　一方、歯の本数を性別および年代別にみますと、男性・女性ともに20歳代、30歳代、40歳代では「28本

以上」という回答が５割以上となっているのに対し、50歳代、60歳代、70歳以上では「28本未満」（「0～9

本」、「10～19本」、「20～27本」の計）という回答が、５割を超え大幅に多くなっています。 

　また、歯間部清掃用器具を使用するかたの割合では、全国の実績値（平成５年保健福祉動向調査）の40

歳（35～44歳）が19.3％、50歳（45～54歳）が17.8％であるのに対し、京丹後市では40歳（35～44歳）

が24.2％、50歳（45～54歳）が20.5％と高くなっています。 

　さらに、定期的な歯科健診を受診されるかたの割合をみると、全国の実績値（平成５年保健福祉動向調査）

では60歳（55～64歳）が16.4％であるのに対し、京丹後市では8.7％と低くなっています。 

　国のデータが少し古いため参考程度となりますが、40歳代、50歳代、60歳代における歯間部清掃用器具

を使用するかたの割合や、定期的な歯石除去や歯面清掃を受けるかたの割合は全国値よりも、京丹後市が高

くなっています。しかし、市全体でみると、歯間部清掃用器具を特に使っていないかたや歯石の除去や歯面

清掃を受けていないかたの割合は高くなっています。さらに、かかりつけ医による定期的な歯科健診を受け

ているかたも少なく、定期的な歯科健診の受診や補助具の使用など、口腔ケアに対する意識の向上が必要で

す。 

【上の歯の本数】 

【上下の歯の本数】 

【下の歯の本数】 

本　数 

  0～ 4本 

  5～ 9本 

10～14本 

15本以上 

不明・無回答 

計 

人　数 

233人 

159人 

808人 

219人 

319人 

1,738人 

割　合 

13.4％ 

9.1％ 

46.5％ 

12.6％ 

18.4％ 

100.0％ 

　上下の歯の本数をみると、「28本以上」が

32.8％と最も高く、次いで「20～27本」が

27.1％となっています。 

人　数 

205人 

194人 

471人 

570人 

298人 

1,738人 

割　合 

11.8％ 

11.2％ 

27.1％ 

32.8％ 

17.1％ 

100.0％ 

人　数 

186人 

181人 

815人 

239人 

317人 

1,738人 

割　合 

10.7％ 

10.4％ 

46.9％ 

13.8％ 

18.2％ 

100.0％ 

本　数 

  0～ 9本

10～19本 

20～27本 

28本以上 

不明・無回答 

計 

本　数 

  0～ 4本 

  5～ 9本 

10～14本 

15本以上 

不明・無回答 

計 

保

健

福

祉 

保

健

福

祉 
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はい
9.1％

いいえ
84.6％

不明・無回答
6.3％

糸ようじ（デンタルフロス） 

 歯間ブラシ 

 電動歯ブラシ 

 特に使っていない 

 不明･無回答 

0 20 40 60 80

15.1

9.4

19.2

5.8

55.2

（単位：％）



健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ

あなたの健康 

　　応援します 〜
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
ひ
み
つ
〜

〜
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
ひ
み
つ
〜 

〜
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
ひ
み
つ
〜 

平成４年　京都府立医科大学卒 

日本泌尿器科学会　泌尿器科専門医 

平成12年から久美浜病院勤務 

久美浜病院 泌尿器科 

　　　浦野　俊一　医師 

別表　男性更年期障害の症状 

１．性欲（セックスをしたいという気持ち）の低下 

２．元気がなくなる 

３．体力や持久力の低下 

４．身長が低くなる 

５．日々の愉しみが少なくなる 

６．物悲しい気分になり怒りっぽい 

７．勃起力が弱くなる 

８．運動をする能力が低下したと感じる 

９．夕食後うたた寝をする 

10．仕事の能力が低下したと感じる 

 

去
勢
牛
は
お
い
し
い 

　
最
近
の
狂
牛
病
を
取
り
巻
く
報
道

の
中
で
、
私
が
特
に
興
味
を
持
っ
た

こ
と
の
一
つ
は
、「
肉
牛
は
ほ
と
ん
ど

が
オ
ス
牛
で
、
し
か
も
生
後
三
か
月

ご
ろ
に
去
勢
さ
れ
て
い
る
」
と
い
う

衝
撃
的
な
事
実
で
し
た
。
去
勢
と
い

う
の
は
、
精
巣
（
睾
丸
）
を
摘
出
す

る
手
術
の
こ
と
で
す
。 

　
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
九
五
％
以
上
が

精
巣
で
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
、
去

勢
に
よ
り
体
内
の
男
性
ホ
ル
モ
ン
の

大
部
分
が
取
り
除
か
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
な
ぜ
去
勢
す
る
か
と
い
う

と
、
脂
肪
が
多
く
混
じ
っ
て
（
霜
降

り
）、
柔
ら
か
く
お
い
し
い
肉
を
つ
く

る
た
め
で
す
。
本
来
、
メ
ス
牛
の
肉

の
方
が
肉
質
や
味
の
点
で
勝
っ
て
い

ま
す
が
、
メ
ス
牛
に
は
乳
牛
と
し
て
、

あ
る
い
は
子
牛
を
産
む
な
ど
、
ほ
か

に
高
い
利
用
価
値
が
あ
る
た
め
、
オ

ス
牛
の
肉
を
メ
ス
牛
の
肉
に
近
づ
け

る
工
夫
を
し
て
い
る
わ
け
で
す
。  

男
性
ホ
ル
モ
ン
の
は
た
ら
き 

　
男
性
ホ
ル
モ
ン
は
、
男
性
の
身
も

心
も
男
性
化
さ
せ
る
た
め
の
主
役
を

担
う
ホ
ル
モ
ン
で
、
次
の
よ
う
な
は

た
ら
き
が
あ
り
ま
す
。
①
胎
児
期
に

性
器
を
男
性
型
に
誘
導
す
る
。
②
思

春
期
に
は
男
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
が

増
加
し
、
第
２
次
性
徴
を
引
き
起
こ

す
。
す
な
わ
ち
、
皮
下
脂
肪
を
減
少

さ
せ
、
筋
肉
や
骨

を
太
く
・
強
く
し
、

ひ
げ
・
恥
毛
・
脇

毛
を
発
生
さ
せ
、

甲
状
軟
骨（
の
ど
仏
）

を
発
達
さ
せ
、
声

帯
を
肥
大
（
声
変

わ
り
）
さ
せ
る
。

③
性
欲
を
高
め
て
、

性
行
動
に
影
響
を

及
ぼ
す
。
④
精
巣

で
の
精
子
の
形
成

を
促
進
す
る
。 

前
立
腺
が
ん
と 

　
　
　
　
　
が
ん
研
究
史
上
の
巨
匠 

　
一
九
四
一
年
「
前
立
腺
癌
（
が
ん
）

に
関
す
る
研
究
」
と
題
す
る
研
究
論

文
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
に
お

い
て
も
、
な
お
「
革
命
的
」
と
評
さ

れ
る
そ
の
一
連
の
研
究
に
よ
り
、
チ

ャ
ー
ル
ス
・
ハ
ギ
ン
ス
は
後
の
一
九

六
六
年
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医
学
賞

を
受
賞
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
前
立
腺
は
、
膀
胱
（
ぼ
う
こ
う
）

の
底
で
尿
道
を
取
り
巻
く
、
栗
の
実

を
上
下
逆
さ
に
し
た
よ
う
な
形
を
し

た
臓
器
で
、
精
液
の
液
体
成
分
を
分

泌
す
る
男
性
生
殖
器
の
ひ
と
つ
で
す
。 

　
ハ
ギ
ン
ス
の
研
究
の
優
れ
て
い
る

と
こ
ろ
は
、
が
ん
の
治
療
法
な
ど
い

っ
さ
い
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
六
十

年
以
上
前
に
、
男
性
ホ
ル
モ
ン
を
取

り
除
く
こ
と
で
前
立
腺
が
ん
が
縮
小

す
る
こ
と
を
示
し
、
去
勢
術
や
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
投
与
に
よ
る
「
前
立
腺

が
ん
の
ホ
ル
モ
ン
療
法
」
を
提
唱
し
、

確
立
し
た
こ
と
で
す
。 

　
今
日
で
も
こ
の
治
療
法
に
よ
り
、

多
く
の
患
者
さ
ん
が
恩
恵
を
受
け
て

い
ま
す
。 

宦
官
と
カ
ス
ト
ラ
ー
ト 

　
歴
史
上
、
去
勢
が
人
為
的
・
意
図

的
に
行
わ
れ
た
例
と
し
て
は
「
宦
官

（
か
ん
が
ん
）」と
「
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
」

が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

後
宮
の
宦
官 

　
「
宦
官
」
と
は
、
去
勢
さ
れ
た
後
、

皇
帝
や
後
宮
に
仕
え
た
人
の
こ
と
で

す
。
そ
の
は
じ
ま
り
は
、
刑
罰
と
し

て
の
去
勢
（
宮
刑
）
で
し
た
。
こ
の

場
合
の
「
去
勢
」
は
、「
精
巣
と
陰
茎

の
両
方
を
切
り
取
る
」
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。
女
性
の
世
界
で
あ
る
後
宮

に
仕
え
る
た
め
に
は
、
そ
の
こ
と
が

必
要
で
し
た
。
去
勢
手
術
後
二
〜
三

か
月
で
ひ
げ
が
抜
け
は
じ
め
、
の
ど

仏
は
次
第
に
小
さ
く
な
り
、
声
は
細

く
と
が
っ
て
女
性
的
に
な
り
、
太
り

や
す
く
な
り
、
肌
は
柔
ら
か
く
な
っ

て
筋
肉
質
が
失
わ
れ
た
と
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。「
史
記
」
の
著
者
で
あ
る

司
馬
遷
も
宦
官
で
し
た
。 

　
中
国
を
は
じ
め
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
・

ロ
ー
マ
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
な
ど
、
世

界
各
地
に
宦
官
の
歴
史
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
不
思
議
な
こ
と
に
日
本

で
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。
元
来
、
宦

官
制
度
は
、
遊
牧
民
が
家
畜
を
飼
い

慣
ら
す
た
め
に
去
勢
し
て
い
た
の
を
、

異
民
族
を
統
治
す
る
手
段
に
有
効
で

あ
る
と
し
て
取
り
入
れ
た
こ
と
か
ら

始
ま
る
の
で
、
牧
畜
文
化
を
持
た
ず
、

海
に
よ
っ
て
異
民
族
と
の
交
流
を
断

た
れ
て
い
た
日
本
に
は
取
り
入
れ
ら

れ
な
か
っ
た
、
と
説
明
さ
れ
て
い
ま

す
。 

魅
惑
の
カ
ス
ト
ラ
ー
ト 

　
十
年
程
前
「
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
」
と

い
う
映
画
が
公
開
さ
れ
話
題
と
な
り

ま
し
た
。
男
性
歌
手
で
あ
る
カ
ス
ト

ラ
ー
ト
は
、
三
オ
ク
タ
ー
ブ
半
の
声

域
と
卓
越
し
た
歌
唱
法
に
よ
り
多
く

の
聴
衆
を
虜
に
し
た
と
言
わ
れ
ま
す
。

彼
ら
は
、
声
変
わ
り
の
始
ま
る
前
に

去
勢
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
合
の
「
去

勢
」
は
「
精
巣
だ
け
を
切
り
取
る
」

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
従
っ
て
、
彼

ら
は
性
交
が
可
能
で
し
た
。
こ
う
し

て
、
ボ
ー
イ
ソ
プ
ラ
ノ
に
大
人
の
声

量
と
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
兼
ね
備
え
た
カ

ス
ト
ラ
ー
ト
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
の
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
と
言
わ
れ
る

ア
レ
キ
サ
ン
ド
ロ
・
モ
レ
ス
キ
は
、

一
九
二
二
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、

今
も
そ
の
晩
年
の
録
音
を
聞
く
こ
と

が
で
き
る
そ
う
で
す
。 

男
性
更
年
期
障
害
の
夜
明
け 

　
今
、
男
性
更
年
期
障
害
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
更
年
期
障

害
と
い
え
ば
女
性
特
有
の
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
男
性
に
も

女
性
と
同
じ
よ
う
な
更
年
期
障
害
が

存
在
し
、
多
く
の
男
性
が
苦
し
ん
で

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。「
人
生
の
秋
」
に
例
え
ら
れ

る
男
性
更
年
期
を
迎
え
る
と
、
男
性

ホ
ル
モ
ン
の
低
下
に
起
因
す
る
別
表

の
よ
う
な
症
状
が
出
現
し
ま
す
。 

　
盛
夏
に
逆
戻
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
深
ま
り
行
く
秋
を
存
分

に
味
わ
い
、
豊
か
な
第
二
の
人
生
を

迎
え
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。
そ
の
研
究
が
、
よ
う
や
く
本
格

的
に
は
じ
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
常
に
住
民
の
み
な
さ

ん
の
人
権
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
を

払
い
、
も
し
も
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
に

は
、
被
害
者
の
救
済
の
た
め
に
速
や
か
な
措

置
を
と
り
ま
す
。 

　
京
丹
後
市
に
は
、
人
権
擁
護
に
深
い
理
解

の
あ
る
民
間
の
か
た
を
市
長
が
推
薦
し
、
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
二
十
四
人
の
人
権

擁
護
委
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
ま
す
。 

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
い
つ
で
も
み
な
さ
ん

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

難
し
い
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

人
権
擁
護
委
員
は

　
　
　
　
　
み
な
さ
ん
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す

人権擁護委員をご存知ですか？ 京丹後人権擁護委員のみなさん京丹後人権擁護委員のみなさん京丹後人権擁護委員のみなさん
（平成19年１月１日現在・敬称略） 

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
人
権
の
大
切
さ
を
訴
え
る

街
頭
啓
発
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す 

【
写
真
は
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
川
上
小
学

校
で
の
人
権
教
室
】 

氏　名 

荻野　弥生 

中西　義明 

長谷川　誠 

藤原　宣生 

馬渕　敏子 

浅田　郁子 

橋田　清志 

原　　諦子 

安田　昌洋 

梅田　保久 

関　　有子 

引野　俊一 

引野　留子 

松本　敦子 

祝前イソ野 

小倉美喜雄 

中江　恒二 

辻村世津子 

平林與志朗 

吉岡　敦子 

井上　宗円 

高橋　　弘 

西田　晴子 

山添美智惠 

住　所 

峰山町荒山 

峰山町長岡 

峰山町五箇 

峰山町内記 

峰山町安 

大宮町明田 

大宮町河辺 

大宮町口大野 

大宮町奥大野 

網野町網野 

網野町島津 

網野町郷 

網野町網野 

網野町郷 

丹後町谷内 

丹後町鞍内 

丹後町間人 

弥栄町吉沢 

弥栄町井辺 

弥栄町溝谷 

久美浜町湊宮 

久美浜町 

久美浜町芦原

久美浜町金谷 

電話番号 

62-1973 

62-2304 

62-2118 

62-2396 

62-0682 

64-3486 

64-2872 

68-5001 

64-2134 

72-2143 

72-0215 

72-2610 

72-4488 

72-2917 

76-0629 

76-0548 

75-0857 

65-3106 

65-2374 

65-2020 

83-0154 

82-0417 

85-0396 

85-0584

保

健

福

祉 

保

健

福

祉 

　
患
者
さ
ん
本
位
の
医
療
提
供
を

め
ざ
す
弥
栄
病
院
で
は
、
院
内
で

の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
や
医
療

サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
関
す
る
情
報
を

職
員
が
共
有
す
る
「
院
内
集
談
会
」

を
、
十
二
月
八
日
に
弥
栄
庁
舎
会

議
室
で
開
催
し
ま
し
た
。 

　
同
集
談
会
は
、
医
療
の
質
・
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

ほ
か
の
部
署
な
ど
が
ど
の
よ
う
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
か
を
知

り
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
よ
り

よ
い
医
療
の
提
供
を
め
ざ
そ
う
と

数
年
前
か
ら
開
催
し
て
い
る
も
の

で
す
。 

　
今
回
の
集
談
会
で
は
、
療
養
型

病
棟
の
介
護
福
祉
士
や
看
護
師
が
、

残
存
機
能
の
活
用
と
療
養
生
活
を

活
気
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
、

遊
び
や
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ
た
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
「
遊
び
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
」
の
中
に
、
新
た
に
ラ

ジ
オ
体
操
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ

り
、
患
者
さ
ん
の
意
欲
の
向
上
と

と
も
に
、
快
眠
や
食
欲
が
上
が
っ

た
効
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
で
は
機
能

的
改
善
は
考
え
ら
れ
な
い
と
思
わ

れ
る
、
発
症
か
ら
一
年
八
か
月
が

経
過
し
た
患
者
さ
ん
に
、
新
た
な

装
具
療
法
を
取
り
入
れ
た
こ
と
に

よ
り
、
車
い
す
生
活
か
ら
脱
却
し

た
事
例
な
ど
に
つ
い
て
、
単
に
身

体
的
な
デ
ー
タ
だ
け
で
な
く
、
患

者
さ
ん
の
感
想
な
ど
を
交
え
発
表

さ
れ
ま
し
た
。 

　
加
え
て
、
医
療
の
安
全
を
守
り
、

い
か
に
よ
い
医
療
を
提
供
す
る
か

に
つ
い
て
、
高
原
副
院
長
が
「
ミ

ス
を
防
ぐ
王
道
は
な
い
。
習
熟
に

よ
り
必
ず
ミ
ス
は
少
な
く
な
り
、

ま
た
決
め
ら
れ
た
手
順
を
き
っ
ち

り
守
る
こ
と
が
肝
心
」
と
慣
れ
で

済
ま
す
こ
と
な
く
常
に
振
り
返
る

こ
と
の
大
切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
弥
栄
病
院
で
は
、
情
報
共
有
を

図
る
と
と
も
に
、
患
者
さ
ん
の
満

足
度
の
向
上
を
常
に
考
え
、
今
後

も
同
集
談
会
を
継
続
し
て
開
催
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
　 

患者さん本位の医療提供をめざし 弥栄病院　院内集談会 患者さん本位の医療提供をめざし 弥栄病院　院内集談会 

各
事
例
の
発
表
後
に
は
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た 

平成19年2月 平成19年2月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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丹
後
町
地
域
振
興
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
提
　
言

久
美
浜
町
地
域
振
興
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
提
　
言

「地域振興協議会」 

　　市長に地域振興施策を提言 

「地域振興協議会」 

　　市長に地域振興施策を提言 

　旧６町単位で設置され、まちづくりや教育などに
ついて提言する「地域振興協議会」から、地域の振
興施策について提言書をいただきました。 
　各協議会においては、平成16年10月の設置から
２年間にわたり、地域の現状や課題について、13回
から15回にわたってたいへん熱心に協議を行ってい
ただき、地域の振興施策として取りまとめられました。 
　今回は、久美浜町および丹後町の提言書の概略に
ついてご紹介します。 
　なお、市のホームページに、各協議会の提言書を
掲載しています。 

      

【
提
言
１
】 

観
光
振
興
に
つ
い
て 

■
観
光
振
興
に
つ
い
て 

○
「
海
の
駅
」
構
想
と
し
て
、
中

浜
漁
港
施
設
の
活
用
を
検
討
。 

○
魚
介
類
の
有
料
採
取
エ
リ
ア
の

設
定
を
検
討
。 

○
間
人
漁
港
の
「
せ
り
市
」
、
「
手

押
し
車
行
商
」
な
ど
の
風
景
を
、

観
光
資
源
と
し
て
積
極
的
に
活
用
。 

○
観
光
客
や
都
市
住
民
と
一
体
と

な
っ
た
、
自
然
を
そ
の
ま
ま
残
す

「
環
境
保
全
イ
ベ
ン
ト
」
の
創
設
。 

○
四
季
の
産
物
を
利
用
し
、
名
物

料
理
を
研
究
す
る
。（
旅
館
共
通
料

理
と
し
て
統
一
し
、
イ
メ
ー
ジ
を

高
め
る
） 

○
経
ヶ
岬
灯
台
園
地
の
再
整
備
。 

○
花
の
あ
る
風
景
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
を
実
施
し
、
花
い
っ
ぱ
い
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
。 

○
丹
後
杜
氏
（
宇
川
杜
氏
）
の
伝

統
を
活
か
し
、
酒
づ
く
り
と
農
業

体
験
を
連
動
さ
せ
る
。 

■
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て 

○
丹
後
町
の
イ
ベ
ン
ト
全
体
を
検

討
す
る
「
企
画
検
討
委
員
会
」
を

設
立
し
調
整
を
行
う
。
委
員
に
は
、

子
ど
も
や
女
性
な
ど
各
界
各
層
か

ら
参
画
し
て
も
ら
う
。 

○
碇
高
原
ま
つ
り
と
て
ん
き
て
ん

き
村
産
業
祭
の
協
賛
金
会
計
を
一

本
化
す
る
。
配
分
額
は
「
企
画
検

討
委
員
会
」
が
総
合
的
に
検
討
す

る
。 

○
丹
後
町
の
年
間
イ
ベ
ン
ト
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
成
し
、
旅
館
な
ど
へ

提
供
し
情
報
発
信
を
行
う
。 

○
写
真
愛
好
家
に
協
力
を
求
め
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
写
真
集
を
作
成
す

る
。 

○
温
泉
と
組
み
合
わ
せ
、
健
康
を

テ
ー
マ
に
し
た
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

な
ど
手
軽
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
。 

○
風
力
発
電
設
備
を
含
め
、
環
境

を
テ
ー
マ
に
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を

検
討
す
る
。 

○
間
人
港
ま
つ
り
を
丹
後
町
の
中

心
イ
ベ
ン
ト
に
位
置
づ
け
る
。
ま

た
、
休
日
開
催
を
再
度
検
討
す
る
。 

○
碇
高
原
ま
つ
り
の
開
催
時
期
を

再
検
討
す
る
。 

【
提
言
２
】 

環
境
対
策 

■
京
丹
後
エ
コ
フ
ァ
ミ
リ
ー 

○
京
丹
後
市
全
体
の
組
織
に
し
、

旧
町
ご
と
に
支
部
を
つ
く
る
。 

○
構
成
員
に
企
業
の
参
加
を
促
す
。

ま
た
、
小
・
中
・
高
等
学
校
に
環

境
関
連
ク
ラ
ブ
な
ど
の
発
足
を
検

討
。 

○
温
暖
化
防
止
問
題
を
小
学
校
の

授
業
に
組
み
込
み
、
啓
発
活
動
の

一
環
と
し
て
連
携
す
る
。 

○
Ｋ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
（
京
都
エ
コ
エ
ネ
ル

ギ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
活
用
し
、

エ
コ
ツ
ア
ー
を
開
催
。
海
岸
清
掃

体
験
な
ど
も
組
み
込
め
ば
よ
り
効

果
が
期
待
で
き
る
。 

○
市
民
参
加
型
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
を
新
た
に
展
開
す
る
。 

■
水
洗
化
促
進
に
つ
い
て 

○
下
水
道
未
整
備
地
区
を
市
管
理

型
浄
化
槽
地
域
に
指
定
を
行
う
。 

○
水
洗
化
の
加
入
促
進
の
た
め
、

住
宅
改
修
支
援
ま
た
は
家
屋
の
固

定
資
産
税
減
免
な
ど
を
検
討
す
る
。 

■
ご
み
問
題
に
つ
い
て 

○
減
量
化
と
あ
わ
せ
有
料
化
へ
。 

○
環
境
に
や
さ
し
い
ゴ
ミ
袋
（
土

に
か
え
る
）
へ
の
転
換
。 

○
海
岸
ご
み
の
処
理
支
援
策
と
し

て
、
地
域
活
動
補
助
金
を
創
設
。 

【
提
言
３
】 

子
育
て
支
援 

■
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て 

○
将
来
的
に
は
保
育
所
を
含
め
た

施
設
の
あ
り
方
の
中
で
、
例
え
ば
、

学
校
の
校
舎
へ
移
転
す
る
。 

○
婦
人
会
や
元
気
な
高
齢
者
の
か

た
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
組
織
を
設
立

す
る
。 

■
保
育
所
な
ど
の
適
正
配
置
に
つ

い
て 

○
上
・
下
宇
川
保
育
所
の
統
合
を

進
め
、
跡
地
は
高
齢
者
向
け
の
福

祉
施
設
に
転
用
す
る
。 

○
竹
野
小
学
校
を
間
人
小
学
校
と

統
合
し
、
竹
野
小
学
校
施
設
を
間

人
保
育
所
に
転
用
す
る
。
ま
た
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
相
互
運
行
を
検

討
す
る
。 

■
登
下
校
時
の
安
全
対
策
に
つ
い

て ○
学
校
・
保
育
所
を
含
め
た
、
登

下
校
時
な
ど
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
。 

【
提
言
４
】 

「
丹
後
町
ま
ち
づ
く
り
基
金
（
仮

称
）」
お
よ
び
「
丹
後
町
地
域
振
興

委
員
会
（
仮
称
）」
の
創
設 

■
『
丹
後
町
ま
ち
づ
く
り
基
金
（
仮

称
）』
の
創
設
に
つ
い
て 

　
原
資
は
、
市
の
拠
出
金
で
賄
い
、

合
併
特
例
債
の
地
域
振
興
基
金
を

充
当
す
る
。
こ
れ
に
「
協
働
」
補

完
す
る
も
の
と
し
て
市
民
か
ら
の

寄
付
金
制
度
を
設
け
る
。
さ
ら
に

全
国
に
寄
付
金
を
募
る
全
国
版
の

ま
ち
づ
く
り
基
金
制
度
と
す
る
。 

■
「
丹
後
町
地
域
振
興
委
員
会
（
仮

称
）」
の
設
置
に
つ
い
て 

　
前
記
の
寄
付
金
の
使
途
を
含
め

た
受
け
皿
お
よ
び
資
金
管
理
や
配

分
を
決
定
す
る
「
丹
後
町
地
域
振

興
委
員
会
」
を
設
け
る
。
現
在
の

振
興
協
議
会
の
発
展
し
た
形
と
し

て
、
本
地
域
の
町
づ
く
り
総
合
戦

略
機
関
の
本
部
と
し
て
位
置
づ
け
、

柔
軟
な
発
想
が
飛
び
交
う
委
員
構

成
を
め
ざ
す
。
事
務
局
は
市
民
局

が
担
当
し
、
新
市
建
設
計
画
と
の

整
合
性
を
図
り
な
が
ら
も
本
町
の

特
性
を
活
か
し
た
振
興
策
を
協
議

し
て
い
く
。
企
画
力
と
創
造
性
を

兼
ね
、
さ
ら
に
実
行
力
を
備
え
た

組
織
を
め
ざ
す
。 

【
提
言
５
】 

今
後
の
地
域
振
興
協
議
会
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
方 

○
継
続
を
前
提
に
、
位
置
づ
け
を

再
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
協
議
会

の
本
質
論
も
避
け
ず
に
、
柔
軟
性

を
持
っ
て
「
在
る
べ
き
姿
」
を
鮮

明
に
打
ち
出
す
べ
き
で
あ
る
。「
丹

後
町
地
域
振
興
委
員
会
」
の
設
置

を
前
提
と
し
、
総
合
計
画
や
振
興

策
の
進
捗
状
況
や
チ
ェ
ッ
ク
機
能

は
そ
の
組
織
に
譲
り
、
本
来
の
自

由
で
創
造
性
に
と
ん
だ
意
見
の
集

約
の
場
を
「
地
域
振
興
協
議
会
」

と
す
る
。 

○
市
の
現
在
・
将
来
に
わ
た
っ
て

の
ど
ん
な
コ
ト
で
も
、
何
時
で
も
、

提
言
で
き
る
組
織
に
す
べ
き
で
あ

り
、
サ
ロ
ン
風
で
自
由
闊
達
（
か

っ
た
つ
）
な
組
織
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

○
構
成
メ
ン
バ
ー
は
、
中
・
高
生

を
含
め
た
公
募
に
す
る
。 

○
行
政
と
し
て
提
言
を
検
討
す
る

こ
と
は
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
そ

の
結
果
を
公
表
し
た
り
、
協
議
会

に
返
す
べ
き
と
思
う
。
そ
う
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
生
き
生
き

と
し
た
京
丹
後
市
に
な
っ
て
い
く

と
思
わ
れ
る
。 

      

【
提
言
１
】 

産
業
振
興
に
つ
い
て 

■
美
し
い
自
然
景
観
の
創
造 

○
街
な
み
環
境
整
備
事
業
の
推
進 

○
か
ぶ
と
山
園
地
の
整
備
（
か
ぶ

と
山
裾
野
に
お
け
る
宿
泊
施
設
な

ど
の
整
備
） 

○
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
久
美
浜
に
お
け

る
日
本
庭
園
整
備 

○
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ
し 

■
支
援
施
設 

○
朝
市
の
開
設 

○
直
売
施
設
の
整
備 

○
新
た
な
土
産
物
の
育
成 

○
食
事
処
・
土
産
処
の
整
備 

○
と
ら
フ
グ
養
殖 

【
提
言
２
】 

教
育
に
つ
い
て 

■
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保 

○
地
域
に
よ
る
見
守
り
隊
の
発
足 

○
に
こ
に
こ
カ
ー
の
増
車 

■
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
と
地
域

の
支
援 

○
祖
父
母
参
観
な
ど
に
よ
る
地
域

と
の
交
流 

○
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
も
の
づ

く
り
（
野
菜
づ
く
り
な
ど
）
に
よ

る
交
流 

■
児
童
・
生
徒
の
減
少
と
学
校
施

設
の
活
用
な
ど 

○
学
校
の
統
廃
合
な
ど
の
検
討 

○
歴
史
遺
産
・
文
化
な
ど
地
域
資

源
な
ど
の
学
習
支
援
に
よ
る
交
流 

■
公
民
館
活
動
と 

　
　
　
　
地
域
活
性
化
協
議
会 

○
地
域
自
治
活
動
を
総
括
す
る
複

合
施
設
の
整
備 

○
地
区
セ
ン
タ
ー
の
整
備
・
充
実 

○
地
域
活
性
化
協
議
会
お
よ
び
地

域
公
民
館
に
対
す
る
支
援 

【
提
言
３
】 

福
祉
に
つ
い
て 

■
保
育
所
に
つ
い
て 

○
保
育
所
の
統
廃
合
の
検
討
。
実

施
す
る
場
合
は
、
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
を
重
要
視
し
、
乳
児
保
育
、
延

長
保
育
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ
う

施
設
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

通
所
方
法
を
含
み
、
子
ど
も
の
安

心
・
安
全
面
に
配
慮
し
て
い
た
だ

き
た
い
。 

○
認
定
子
ど
も
園
を
含
む
幼
保
一

体
化
の
検
討 

■
高
齢
者
福
祉
な
ど
に
つ
い
て 

○
高
齢
者
福
祉
の
原
点
は
「
支
え

あ
い
」。
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
を
基
本
と
し
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
の

知
識
お
よ
び
健
診
の
普
及
、
介
護

予
防
の
推
進
、
認
知
症
高
齢
者
へ

の
支
援 

○
安
心
し
て
介
護
を
受
け
ら
れ
る

体
制
づ
く
り 

○
若
年
期
か
ら
の
健
康
診
断
と
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
へ
の
積
極
的
な
参

加
な
ど
に
よ
る
健
康
増
進 

○
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
に
も
配
慮
し

た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
整
備 

○
社
会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
委
員

制
度
の
充
実 

○
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤

整
備 

○
地
域
包
括
医
療
の
よ
り
一
層
の

推
進 

【
提
言
４
】 

道
路
網
の
整
備
に
つ
い
て 

　
久
美
浜
町
は
、
京
丹
後
市
の
西

の
玄
関
口
に
当
た
り
、
地
域
の
豊

か
な
自
然
、
特
色
あ
る
文
化
、
歴

史
な
ど
を
活
か
し
、
地
域
の
振
興

を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
の

た
め
に
は
、
道
路
網
の
整
備
が
根

幹
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。 

　
特
に
、
高
速
道
路
は
、
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
が
図
ら
れ
て
こ
そ
、
そ

の
機
能
が
最
大
限
活
か
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
現
在
、
市
内
を
縦
断

す
る
幹
線
道
路
と
し
て
、
鳥
取
豊

岡
宮
津
自
動
車
道
が
整
備
・
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
一
刻
で
も
早
く

豊
岡
市
ま
で
の
早
期
整
備
を
強
く

望
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

一
昨
年
の
台
風
二
十
三
号
の
影
響

に
よ
り
、
一
時
、
陸
の
孤
島
と
化

し
、
市
民
に
大
き
な
不
安
が
広
が

っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
解
消
を
図

る
た
め
に
も
、
国
・
府
道
の
代
替

機
能
と
し
て
の
効
果
も
期
待
す
る

も
の
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
本
町
内
に
は
、
国
道
１

７
８
号
、
３
１
２
号
、
４
８
２
号

と
こ
れ
に
連
絡
す
る
十
一
の
府
道

で
道
路
網
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

京
都
府
・
京
丹
後
市
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
鋭
意
整
備
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
感
謝
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
未
整
備
の
箇
所
が
多
く
あ
る
の

で
、
一
層
の
道
路
整
備
の
促
進
を

図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
特
に
、

河
梨
峠
（
国
道
１
７
８
号
）
が
通

行
止
め
に
な
れ
ば
、
豊
岡
市
方
面

へ
の
通
行
に
大
き
な
支
障
が
出
る

た
め
、
一
昨
年
の
台
風
二
十
三
号

を
教
訓
と
し
て
、
兵
庫
県
側
と
を

結
ぶ
道
路
（
三
原
峠
＝
府
道
香
美

久
美
浜
線
、
イ
ザ
ミ
峠
＝
府
道
町

分
久
美
浜
線
な
ど
）
な
ど
に
つ
い

て
、
北
部
地
域
の
特
殊
事
情
で
あ

る
「
積
雪
」
に
も
配
慮
し
て
い
た

だ
き
、
特
段
の
整
備
促
進
を
お
願

い
す
る
も
の
で
あ
る
。 
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あ
な
た
の
声
を
市
政
に

ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱

ご
意
見
箱 
ご
意
見
箱 

紙
面
の
都
合
に
よ
り
ご
意
見
な

ど
を
一
部
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

市
政
に
反
映

市
政
に
反
映

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

市
政
に
反
映

京丹後市が発行する臨時ナンバー。 

有効期間終了後は、５日以内に返納し

てください 

   

防
災
行
政
無
線
か
ら
の
お
知
ら
せ

な
ど
が
聞
こ
え
ま
せ
ん 

　
網
野
町
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
て

く
る
防
災
行
政
無
線
は
、
全
く
聞
こ
え
ま
せ

ん
。
火
事
な
ど
、
緊
急
の
と
き
は
、
今
ま
で

の
サ
イ
レ
ン
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
放
送

の
方
法
に
つ
い
て
も
、
考
え
直
し
て
ほ
し
い
。 

【
無
記
名
】 

防
災
行
政
無
線
と
連
携
し
、
各
戸

へ
の
告
知
放
送
を
整
備
し
ま
す 

　
網
野
町
に
お
け
る
屋
外
の
防
災
行
政
無
線

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
か
ら
、
よ
く
聞
こ

え
な
い
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

　
火
災
な
ど
の
災
害
発
生
時
に
お
け
る
サ
イ

レ
ン
吹
鳴
や
、
災
害
場
所
な
ど
の
放
送
に
つ

き
ま
し
て
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
教
訓
と

し
て
、
地
震
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
な
ど
の
た

め
屋
外
や
避
難
所
に
避
難
し
て
い
る
か
た
、

津
波
か
ら
の
避
難
の
た
め
災
害
時
に
屋
外
に

お
ら
れ
る
か
た
な
ど
へ
、
情
報
伝
達
を
迅
速
、

正
確
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
当
時
の
網

野
町
議
会
や
区
長
会
な
ど
、
関
係
団
体
と
も

十
分
な
協
議
を
行
っ
た
う
え
、
平
成
十
四
年

三
月
一
日
か
ら
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
に
よ
る

放
送
を
防
災
行
政
無
線
放
送
設
備
の
屋
外
拡

声
器
に
よ
る
放
送
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
確

か
に
従
前
の
モ
ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
は
出
力
が

大
き
く
、
よ
く
聞
こ
え
た
と
い
う
ご
意
見
を

お
聞
き
し
ま
す
が
、
そ
の
反
面
、
ご
近
所
の

か
た
に
は
音
が
大
き
す
ぎ
る
な
ど
の
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
方
で

は
、
町
内
す
べ
て
の
地
域
を
モ
ー
タ
ー
サ
イ

レ
ン
で
カ
バ
ー
で
き
て
お
ら
ず
、
聞
こ
え
な

い
と
い
っ
た
苦
情
も
よ
く
お
聞
き
し
て
い
ま

し
た
。
現
在
使
用
し
て
い
ま
す
防
災
行
政
無

線
放
送
設
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
サ
イ
レ
ン

吹
鳴
の
ほ
か
災
害
場
所
な
ど
の
お
知
ら
せ
が

で
き
る
う
え
、
従
前
サ
イ
レ
ン
の
設
置
か
所

数
の
約
三
倍
に
あ
た
る
町
内
四
十
五
か
所
に

設
置
し
て
お
り
、
さ
ら
に
聞
こ
え
づ
ら
い
と

思
わ
れ
る
地
域
に
は
、
屋
内
に
戸
別
受
信
機

を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
合
併
後
は
、
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
対
応
や
、
防
災
行
政
無
線
が
未
整

備
の
大
宮
町
や
弥
栄
町
、
久
美
浜
町
で
の
新

設
な
ど
の
課
題
に
対
し
て
、
市
の
防
災
行
政

無
線
の
効
率
的
で
全
体
的
な
整
備
に
つ
い
て

検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
平
成
十
八
年
三

月
に
策
定
し
た
「
京
丹
後
市
地
域
情
報
化
計

画
」
に
お
い
て
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る

屋
外
拡
声
器
の
整
備
と
と
も
に
、
こ
の
防
災

行
政
無
線
と
連
携
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ

を
利
用
し
た
各
戸
へ
の
告
知
端
末
機
を
設
置

す
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
が
、
市
役
所
か
ら

市
内
各
戸
へ
災
害
情
報
な
ど
を
迅
速
か
つ
確

実
に
伝
え
る
た
め
に
、
今
後
さ
ら
に
さ
ま
ざ

ま
な
手
法
の
検
討
を
行
い
、
最
善
の
方
策
を

選
択
し
て
市
域
全
体
を
対
象
に
整
備
し
て
い

く
方
針
で
す
。 

　
各
戸
へ
の
告
知
放
送
を
始
め
る
ま
で
、
現

状
の
ま
ま
、
た
い
へ
ん
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
網
野
市
民
局
市
民
福
祉
課
】 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
火
災
・
救
急

出
動
情
報
の
掲
載
を 

　
折
角
、
立
派
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上

げ
て
い
る
の
だ
か
ら
、「
今
日
の
火
災
・
出
動
」

な
ど
の
題
名
で
、
火
災
の
発
生
状
況
や
救
急

車
の
出
動
回
数
な
ど
、
概
略
を
記
載
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
火
災
が
市
内
の
ど
こ
の
地
域
で
あ
っ
た
か
、

本
日
の
救
急
出
動
回
数
は
地
域
別
に
何
回
で

あ
っ
た
か
な
ど
、
周
知
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

火
災
発
生
へ
の
注
意
喚
起
や
、
い
た
ず
ら
に

救
急
車
の
出
動
を
要
請
す
る
こ
と
へ
の
抑
止

力
に
な
ら
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

【
市
内
・
男
性
】 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
を
含
め
防

火
な
ど
情
報
発
信
に
努
め
ま
す 

　
消
防
本
部
で
は
、
平
成
十
七
年
四
月
か
ら
、

よ
り
多
く
の
か
た
へ
消
防
情
報
を
届
け
た
い

と
考
え
、
す
べ
て
を
職
員
の
手
づ
く
り
に
よ

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

　
公
開
後
は
、
前
月
の
出
動
件
数
や
フ
ォ
ト

キ
ャ
ッ
チ
（
活
動
風
景
）
な
ど
を
中
心
に
、

月
に
一
〜
二
回
の
更
新
を
目
標
に
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
更
新
作
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、

す
べ
て
を
手
作
業
で
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ご
意
見
の
と
お
り
、
災
害
な
ど
で
消
防
車

や
救
急
車
が
出
動
す
る
た
び
に
、
そ
の
概
略

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
消
防
本
部
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、
随
時
、

更
新
す
る
た
め
の
設
備
機
能
が
な
く
、
さ
ら

に
、
更
新
作
業
を
行
え
る
職
員
が
限
ら
れ
て

い
る
た
め
、
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
を
続

け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
火
災
の
発
生
防
止
や
救
急
車
の
正

し
い
利
用
方
法
な
ど
、
市
民
の
み
な
さ
ん
へ

の
お
願
い
と
い
う
点
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方

法
が
あ
る
も
の
と
考
え
、
広
報
紙
な
ど
を
利

用
し
て
積
極
的
に
情
報
の
発
信
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 

【
消
防
本
部
】 

病
気
休
暇
取
得
は
ど
の
よ
う
に
規

定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か 

　
過
日
、
公
務
員
の
病
気
休
暇
の
不
適
切
な

取
得
に
つ
い
て
問
題
が
発
覚
し
、
マ
ス
コ
ミ

も
賑
や
か
で
し
た
が
、
当
市
の
病
気
欠
勤
や

病
気
休
暇
は
ど
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る

の
か
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。 【

市
内
・
男
性
】 

病
気
休
暇
は
最
長
九
十
日
間
と
し
、

そ
の
期
間
は
有
給
と
し
て
い
ま
す 

　
京
丹
後
市
で
は
、
病
気
休
暇
の
最
長
期
間

を
九
十
日
間
と
し
、
そ
の
期
間
は
、
有
給
と

し
て
扱
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
期
間
を
過
ぎ
れ

ば
地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
基
づ
き
休
職
命

令
を
行
い
、
そ
の
後
は
休
職
期
間
と
し
て
扱
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Ｑ
い
、
給
料
の
八
割
を
支
給
し
て
い
ま
す
が
、

病
気
で
の
休
職
期
間
が
休
職
命
令
を
出
し
て

か
ら
、
一
年
を
経
過
し
ま
す
と
無
給
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
病
気
か
ら
回
復
し
、
復
職
し

て
い
て
も
、
六
か
月
が
経
過
す
る
ま
で
に
再

度
同
じ
病
名
で
、
病
気
休
暇
ま
た
は
休
職
と

な
っ
た
場
合
は
、
休
暇
日
数
を
通
算
し
、
ま

た
は
休
職
と
し
て
の
扱
い
を
継
続
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。 

　
病
気
休
暇
は
、
一
日
も
し
く
は
一
時
間
を

単
位
と
し
て
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
全
職

員
の
届
出
を
総
務
部
人
事
課
で
管
理
し
て
い

ま
す
。 

　
病
気
休
暇
の
取
得
に
つ
い
て
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
不
信
感
を
ま
ね
く
こ
と
の
な
い
よ

う
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 【

人
事
課
】 

 

広
報
「
き
ょ
う
た
ん
ご
」
十
二
月
号
の
「
ご

意
見
箱
」
に
つ
い
て 

　
広
報
「
き
ょ
う
た
ん
ご
」
平
成
十
八
年
十

二
月
号
「
ご
意
見
箱
」
に
お
け
る
「
ス
ポ
ー

ツ
で
が
ん
ば
る
子
ど
も
た
ち
」
の
文
中
で
、

脱
字
が
あ
る
と
と
も
に
配
慮
の
足
り
な
い
掲

載
に
よ
り
、
関
係
者
の
み
な
さ
ん
な
ど
に
不

快
な
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
こ
と
に
、 

心
か
ら
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
、
一

層
の
配
慮
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
で
は
、

ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
ご

活
躍
さ
れ
る
か
た
を
で
き
る
限
り
応
援
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

　
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ

い
た
ご
意
見
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
努
力
を

し
て
い
ま
す
。 

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
を
参
考

に
改
善
し
た
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

▼
自
動
車
の
臨
時
運
行
許
可
番
号
票
（
臨

時
ナ
ン
バ
ー
）
の
交
付
に
つ
い
て 

　
自
動
車
は
、
道
路
運
送
車
両
法
に
よ
り
、

国
の
検
査
・
登
録
を
受
け
な
け
れ
ば
、
運
行

で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

新
規
（
継
続
）
検
査
・
登
録
の
た
め
の
回
送

な
ど
に
つ
い
て
は
、
特
例
的
に
、
臨
時
運
行

を
許
可
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
市
役
所
で

は
、
同
法
や
関
係
法
令
、
市
規
則
な
ど
に
沿

っ
て
、
自
動
車
の
臨
時
運
行
許
可
証
・
番
号

票
の
期
限
を
定
め
、
交
付
・
貸
与
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
許
可
証
な
ど
の
返
納

が
遅
れ
た
場
合
の
市
の
対
応
や
、
臨
時
ナ
ン

バ
ー
の
不
正
使
用
の
恐
れ
な
ど
に
つ
い
て
、

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
、
平
成
十
八
年
十
二

月
二
十
七
日
か
ら
、
市
規
則
に
返
納
期
限
を

経
過
し
た
臨
時
ナ
ン
バ
ー
の
回
収
義
務
を
追

加
明
記
し
、
臨
時
ナ
ン
バ
ー
の
回
収
が
不
可

能
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
ナ
ン
バ
ー
の

無
効
を
告
示
し
、
所
轄
警
察
署
お
よ
び
京
都

陸
運
支
局
に
通
報
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

▼
人
工
透
析
患
者
の
か
た
の
通
院
交
通
費

に
対
す
る
助
成
範
囲
の
拡
大
に
つ
い
て 

　
市
で
は
、
じ
ん
臓
機
能
障
害
の
あ
る
か
た

の
透
析
治
療
に
対
し
、
公
共
交
通
機
関
に
よ

る
通
院
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
近
く
に
透
析
治
療
の
た
め
の
医
療
機

関
が
な
く
、
遠
方
の
病
院
ま
で
通
院
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
自
家
用
車
で
の

通
院
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
か
た
も
お
ら
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
た
め
、
平
成
十
八
年
九
月
一
日
か
ら
、

公
共
交
通
機
関
が
な
い
場
合
や
、
遠
距
離
の

通
院
（
住
所
地
か
ら
医
療
機
関
ま
で
の
距
離

が
片
道
二
〇
㌔
メ
ー
ト
ル
以
上
）
で
、
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
と
数
回
の
乗
り
継
ぎ

が
必
要
と
な
り
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
通
院
し
が
た
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

自
家
用
車
に
よ
る
通
院
に
つ
い
て
も
助
成
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

▼
指
定
ご
み
袋
（
ミ
ニ
）
お
よ
び
不
燃
ご

み
袋
の
導
入
・
販
売
に
つ
い
て 

　
市
指
定
の
可
燃
ご
み
袋
は
、
四
十
五
㍑
（
一

枚
三
十
円
）
と
三
十
㍑
（
一
枚
二
十
円
）
の

二
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
単
身
世
帯
や
高
齢

者
世
帯
な
ど
、
少
人
数
の
世
帯
の
か
た
に
は
、

大
き
す
ぎ
る
な
ど
の
ご
意
見
を
こ
れ
ま
で
か

ら
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ン
テ

ナ
ま
た
は
ご
み
袋
に
よ
る
併
用
収
集
と
し
て

い
る
不
燃
ご
み
の
収
集
に
つ
い
て
も
、
合
併

後
、
コ
ン
テ
ナ
収
集
に
統
一
す
る
予
定
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
移
行
期
間
中
に
各
地
域
で

異
な
っ
た
収
集
方
法
を
行
う
中
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
利
便
性
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
住

民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
併
用
収
集
に
つ
い
て
、

ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
こ
れ
を
受
け
て
、
市
で
は
、
い
た
だ
い
た

ご
意
見
・
ご
要
望
に
つ
い
て
、「
京
丹
後
市
廃

棄
物
減
量
等
推
進
協
議
会
」
へ
諮
問
し
、
昨

年
四
月
二
十
四
日
に
新
た
に
小
さ
な
可
燃
ご

み
袋
を
採
用
す
る
こ
と
と
、
不
燃
ご
み
の
収

集
方
法
を
概
ね
平
成
二
十
一
年
度
末
ま
で
、

地
域
の
諸
事
情
を
踏
ま
え
、
コ
ン
テ
ナ
と
ご

み
袋
の
併
用
収
集
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
答
申
を
受

け
、
新
た
に
二
十
㍑
の
可
燃
ご
み
袋
（
一
枚

十
五
円
）
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、
不
燃
ご

み
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
テ
ナ
と
ご
み
袋
の
併

用
収
集
と
し
、
生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
熱
・

紫
外
線
・
土
中
の
微
生
物
な
ど
に
よ
り
分
解

し
消
滅
す
る
素
材
）
を
原
料
と
す
る
三
十
㍑

の
不
燃
ご
み
袋
（
一
枚
十
円
）
の
販
売
を
平

成
十
八
年
十
月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。 

 ご

意

見

箱 

ご

意

見

箱 
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市立図書館　ご案内市立図書館　ご案内

２月の休館日 
11日（日）・12日（月）・19日（月）・26日（月） 

３月の休館日 
１日（木）・５日（月） 

開 館 時 間：10：00～18：00 
峰山・あみの図書館は、水曜日のみ19：00まで 

 
※峰山・あみの図書館には、ブックポストがあります
ので、休館日の返却にご利用ください。 
※休館日は、本紙発行日の２月９日以降、次号発行日
の３月９日までを掲載しています。 

大宮図書室 冬のおたのしみ会 

文
　
　
　
化 

市
立
図
書
館 

　ボランティアグループ「手をつなごう」のみなさん

による「冬のおたのしみ会」を12月２日にアグリセン

ター大宮で開催しました。 

　会場の和室がいっぱいになるほどの子どもたちが参

加し、手づくりペープサート「３びきのかわいいおお

かみ」をはじめ、パネ

ルシアター・大型絵本・

金子みすヾの詩の暗唱

など、バラエティーに

とんだ演目で楽しいひ

とときを過ごしました。 

久美浜図書室 絵本の読み聞かせと科学あそび教室 

　12月16日に「絵本の読み聞かせと科学あそび教室」

を開催しました。 

　絵本は、雪やクリスマスに関する、美しく、夢を与

えてくれえるようなひとときでした。 

　その後の「科学あそび教室」では、２つの紙コップ

の底に穴を開け、そこにホログラムシートをはり七色

の光の変化を楽しむ「光の

万華鏡」をつくりました。 

　作品それぞれに工夫がこ

らされ、楽しみながら万華

鏡をのぞく様子は、とても

満足そうでした。 

あみの図書館 冬のおはなし会 

　恒例の「冬のおはなし会」を12月17日に開催しま

した。 

　「あみの読み聞かせボランティア」のみなさんにご

協力いただき、普段の絵本の読み聞かせとは一味違っ

た手法のストーリーテリング「まめつぶころりん」や、

大型絵本の読み聞かせ「たまごねえちゃん」、パネル

シアター「かさじぞう」、ペープサート「さるかに」

などで、お話の世界を楽しみました。また、手品や手

あそびのほかに、サンタク

ロースから手渡しでプレゼ

ントをもらうなど、約250

人の参加者が存分に楽しみ

ました。 

峰山図書館 図書館冬のお楽しみ会 

　「図書館冬のお楽しみ会」を、12月９日に峰山地域

公民館で開催しました。約300人の親子でいっぱいの

会場で、読み聞かせボランティア「わ」のみなさんに

よる手品や、人形劇「さるかにがっせん」を楽しみま

した。人形や大道具などすべてが手づくりで、時間と

アイデアがいっぱい詰まったすばらしい舞台の後、３

会場にわかれてクリスマスの飾りをつくり、笑顔いっ

ぱいに楽しみました。 

※読み聞かせ活動に興味のあるかたは、お気軽に各図

書館（室）にお問い合わせください。 

丹後図書室 冬のおはなし会 

「しりとりのだいすきなおうさま」 

　読みきかせボランティアの会よる「第８回冬のおは

なし会」を、12月９日に丹後地域公民館で開催し、約

140人ものかたに参加いただき、会場は熱気に包まれ

ました。 

　今回は、「しりとりのだいすきなおうさま」の劇を

中心に、絵本「月曜日はなにたべる？」の読み聞かせ

や、エプロンシアター「三びきのやぎのガラガラドン」、

紙芝居「したきりすずめ」、また手遊びもあり楽しさ

いっぱいでした。劇の中

では、参加者全員でしり

とりをしたり、王様のわ

がままぶりに大笑い。子

どもたちは最後に、ボラ

ンティアのかたの手づく

りのプレゼントをもらい、

とてもうれしそうでした。 

　
丹
後
二
市
二
町
（
京
丹
後
市
・
宮
津
市
・
与
謝
野
町
・

伊
根
町
）
で
構
成
す
る
丹
後
地
区
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
が
、
本
年
度
初
め
て
取
り
組
ん
だ
「
丹
後
短
歌
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
入
選
作
品
が
決
ま
り
、
十
二
月
十
八
日

に
市
役
所
で
入
賞
者
の
み
な
さ
ん
に
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。 

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
丹
後
の
地
名
や
名
所
を
歌
に
詠

む
こ
と
に
よ
り
、
丹
後
の
よ
さ
を
再
発
見
し
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
短
歌
を
通
し
て
「
丹
後
」
の
Ｐ
Ｒ
を
図
ろ

う
と
全
国
に
広
く
募
集
。
一
般
の
部
（
高
校
生
以
上
）

ま
た
小
・
中
学
生
の
部
に
、
三
百
七
十
六
人
か
ら
五
百

六
十
七
首
も
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
一
般
の
部
で
は
、
峰
山
高
等
学
校
三
年
生
の
松
尾
哲

裕
さ
ん
が
、
ま
た
小
・
中
学
生
の
部
で
は
、
網
野
南
小

学
校
二
年
生
の
木
村
美
野
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
最
優
秀
賞

に
輝
き
、
同
組
合
の
理
事
長
で
あ
る
中
山
京
丹
後
市
長

か
ら
表
彰
状
を
授
与
し
ま
し
た
。 

　
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
身
近
に
感

じ
て
も
ら
お
う
と
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ニ
ス
ト
の
早
稲
田
桜
子
さ
ん
と
姉

で
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
眞
理
さ
ん
に
よ

る
「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
」

を
、
一
月
十
四
日
に
京
都
府
丹
後

文
化
会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
開

き
、
来
場
者
は
美
し
い
調
べ
に
聴

き
入
り
ま
し
た
。 

　
同
リ
サ
イ
タ
ル
は
、
京
丹
後
市

と
財
団
法
人
京
都
府
丹
後
文
化
事

業
団
、
財
団
法
人
地
域
創
造
（
東

京
都
港
区
）
の
共
催
に
よ
り
、
多

く
の
か
た
に
生
の
音
楽
の
楽
し
さ

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
「
公

共
ホ
ー
ル
音
楽
活
性
化
事
業
」
の

一
環
と
し
て
開
催
。 

　
ま
た
、
同
リ
サ
イ
タ
ル
に
先
立

ち
一
月
十
二
日
・
十
三
日
の
二
日

に
わ
た
り
お
二
人
は
、
野
間
小
学

校
・
峰
山
中
学
校
・
大
宮
中
学
校
・

ゆ
う
ゆ
う
作
業
所
を
訪
問
し
、
生

演
奏
や
合
唱
、
合
奏
な
ど
で
交
流

を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
十
二
日
に
訪
れ
た
野
間
小
学
校

（
森
岡
克
生
校
長
・
十
六
人
）
で

は
、
全
校
児
童
を
は
じ
め
保
護
者

の
か
た
な
ど
約
五
十
人
の
聴
衆
を

前
に
、
エ
ル
ガ
ー
作
曲
の
「
愛
の

あ
い
さ
つ
」
や
モ
ン
テ
ィ
作
曲
の

「
チ
ャ
ー
ル
ダ
ッ
シ
ュ
」
な
ど
七

曲
を
披
露
。 

　
ま
た
、
児
童
一
人
ひ
と
り
が
早

稲
田
桜
子
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
い

な
が
ら
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
と

と
も
に
、
お
二
人
の
伴
奏
に
合
わ

せ
参
加
者
全
員
が
「
ビ
リ
ー
ブ
」

を
合
唱
す
る
な
ど
、
学
校
の
音
楽

の
授
業
で
は
味
わ
う
こ
と
の
で
き

な
い
生
の
音
楽
の
す
ば
ら
し
さ
を

体
感
し
ま
し
た
。 

　
演
奏
後
に
児
童
会
長
の
瀬
戸
芽

依
さ
ん
は
「
す
ご
く
き
れ
い
な
音

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
生
の
演

奏
を
聴
く
機
会
が
少
な
い
の
で
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と

お
礼
を
述
べ
、
そ
の
後
、
一
緒
に

給
食
を
食
べ
る
な
ど
、
交
流
を
深

め
ま
し
た
。 

    

丹
後
の
史
跡
・
名
勝
を
短
歌
に

丹
後
の
史
跡
・
名
勝
を
短
歌
に 

 

「
丹
後
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
選
作
品
が
決
定

「
丹
後
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
選
作
品
が
決
定 

丹
後
の
史
跡
・
名
勝
を
短
歌
に 

 

「
丹
後
短
歌
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
選
作
品
が
決
定 

最
優
秀
作
品

︻
一
般
の
部
︼

　
こ
こ
か
ら
だ
オ
レ
が
ス
タ
ー
ト
切
っ
た
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
天
築
︵
て
ん
じ
︶
ヶ
丘
の
春
風
の
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
尾
　
哲
裕
さ
ん

︻
小
・
中
学
生
の
部
︼

　
え
ん
そ
く
で
天
の
は
し
立
ま
た
の
ぞ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
色
し
た
み
か
月
み
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
美
野
さ
ん

最優秀賞　松尾哲裕さん 最優秀賞　木村美野さん 

　公共ホール音楽活性化事業 in 京丹後 

早
稲
田
桜
子
さ
ん
（
右
）
に
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
を
弾
く
野
間
小
学
校
の
児

童
（
左
は
早
稲
田
眞
理
さ
ん
） 

美しいヴァイオリンの響きに感動美しいヴァイオリンの響きに感動
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人口・世帯数 

男　　　30,968人 

女　　　33,386人 

計　　　64,354人 

世帯数　22,071世帯 

　　（１月１日現在） 

お産の拠点として体制充実 お産の拠点として体制充実 

弥栄病院　今春から２人の常勤産婦人科医が着任 弥栄病院　今春から２人の常勤産婦人科医が着任 

　
市
立
弥
栄
病
院
で
は
、
産
婦
人
科
医
師
の
不

足
に
よ
り
お
産
の
受
け
付
け
を
制
限
し
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
常
勤
医
師
に
着
任
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
四
月
以
後
の
通

常
の
お
産
に
つ
い
て
予
約
受
付
を
開
始
し
ま
し

た
。 

　
着
任
い
た
だ
く
の
は
、
福
田
美
佳
医
師
と
、

大
田
美
則
医
師
の
お
二
人
。
福
田
医
師
は
、
現

在
弥
栄
病
院
に
非
常
勤
で
勤
務
、
三
月
か
ら
常

勤
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
大
田
医
師
は
、
現
在

「
丹
後
ふ
る
さ
と
病
院
」
に
勤
務
さ
れ
て
お
り
、

同
病
院
の
ご
協
力
の
も
と
、
四
月
か
ら
弥
栄
病

院
に
移
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
丹
後
ふ
る
さ
と
病
院
に
お
い
て
は
、
一
人
医

師
体
制
で
あ
る
こ
と
や
、
ほ
か
の
診
療
科
の
患

者
さ
ん
と
一
緒
の
混
合
病
棟
と
い
う
施
設
の
限

界
も
あ
り
、
京
丹
後
市
内
で
安
全
・
安
心
な
お

産
が
可
能
な
体
制
や
、
一
人
で
も
多
く
の
お
産

の
受
け
入
れ
の
た
め
に
は
、
一
拠
点
化
が
最
善

の
方
向
で
あ
る
と
い
う
判
断
か
ら
、
弥
栄
病
院

で
の
お
産
の
拠
点
化
に
合
意
を
い
た
だ
い
た
も

の
で
す
。 

　
近
年
、
市
内
で
の
お
産
は
、
丹
後
ふ
る
さ
と

病
院
と
市
立
弥
栄
病
院
が
そ
れ
ぞ
れ
年
間
約
二

百
五
十
件
ず
つ
取
り
扱
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
弥
栄
病
院
で
は
、
従
来
は
福
井
大
学
か
ら
医

師
の
派
遣
を
受
け
て
産
婦
人
科
の
診
察
、
分
娩

を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
全
国
的
な
医
師
不
足

に
よ
り
大
学
が
医
師
を
引
き
揚
げ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
と
な
る
中
、
昨
年
四
月
か
ら
常
勤
医
師

が
一
人
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
（
そ
の
後
六
月

に
退
職) 

　
そ
の
結
果
、
妊
婦
の
み
な
さ
ん
に
お
産
を
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
た
い
へ

ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
が
、
京
都
府
の

「
医
師
バ
ン
ク
」
の
活
用
に
よ
り
、
京
都
府
立

医
科
大
学
、
府
立
与
謝
の
海
病
院
、
京
都
第
一

赤
十
字
病
院
、
第
二
赤
十
字
病
院
な
ど
関
係
機

関
の
支
援
を
受
け
て
、
七
月
か
ら
妊
婦
検
診
・

お
産
の
受
け
付
け
を
再
開
し
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
医
師
が
非
常
勤
で
あ
っ
た
た
め
、

安
全
を
最
優
先
し
、
多
く
の
妊
婦
さ
ん
に
は
府

立
与
謝
の
海
病
院
な
ど
、
市
外
の
医
療
機
関
で

お
産
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
妊
婦
さ
ん
は

も
と
よ
り
、
ご
家
族
に
も
た
い
へ
ん
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
し
た
が
、
四
月
以
降
は
通
常
の
お

産
を
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
今
後
と
も
、
安
全
・
安
心
を
最
優
先
に
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
お
産
に
つ
い
て
の
ニ
ー
ズ
（
要

求
）
に
応
え
て
い
き
ま
す
。 

　
な
お
、
お
産
や
検
診
の
予
約
な
ど
、
詳
し
く

は
弥
栄
病
院
産
婦
人
科
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。  

　
弥
栄
病
院
【
☎
六
五
｜

二
〇
〇
三
（
代
表
）】 

　弥栄病院では、１月１日付けで、財団法人丹後中

央病院の笹野満名誉院長を特別参与としてお迎えし

ました。 

　笹野特別参与は、市の介護認定審査会会長や障害

程度区分認定審査会会長など、これまでから市の医療、

保健福祉の向上に多大なご尽力をいただいています。 

弥栄病院　特別参与に 
　　　　　　笹野 満 医師　就任 

　産科をやめてしまう病院が増える中、弥栄病院

関係者のかたの熱い願いによって分娩が再開され、

その場に立ち会えたことをうれしく思います。 

　今春からは常勤の医師が来られ、診療・分娩が

充実されるとお聞きし、病院の今後の発展をお祈

りいたします。 

お産再開後　初めての分娩（12月26日）に立ちあった 

　　　　　京都第一赤十字病院産婦人科　山本浩之医長 

昨
年
七
月
に
お
産
の
受
け
付
け
を
再
開
し
た
弥
栄
病
院

で
、
二
人
目
と
な
る
赤
ち
ゃ
ん
が
一
月
十
二
日
に
誕
生 
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